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ご 挨 拶

こ の た び 、2025ー26 年 度 国 際 ロ ー タ リ ー 第2650 地 区 社会奉仕委 員 会 に お い て 、 地 区

内 ク ラ プ の 瞥 さ ま が一年 間 に わ た り 取 り 組 ま れ た 手土 会奉仕事 業 を 、 一冊 の 報告 集 と し て

ま と め る こ と が で き ま し た 。 ご 多 忙 の 中 、 事 業報告書 を ご 提 出 い た だ き ま し た 各 ク ラ ブ

の 社会奉仕委 員 長 を は じ め 、 会 員 の 皆 さ ま に 、こ よ り 御 礼申 し 上 げ ま す 。

本 年 度 、 当 地 区 は 小 嗜 学 ガ バ ナ ー の も と 「 未 来へ つ な ぐ 」 を 基本 方 針 に 掲 げヽ そ れ ぞ れ

の ク ラ ブ が地域 の 課題 に 真 摯 に 向 き 合 い な が ら 、 多 様 な 社 会 奉仕 活動 を 実 践 さ れ ま し た 。

社 会 奉仕 と は 、 日 の 前 の 課題 を 解 決 す る だ け で は な く 、 人 と 人 と の つ な が り を 育 み 、 地

域 に 希 望 を も た ら し 、 そ の 想 い を 次 の 世代 へ 受 け 継 い で い く 活動 で も あ り ま す 。 私 た ら

ロ ー タ リ ア ン が積 み 重 ね て き た 奉仕 の 精神 は 、 多 く の 人 々 と の 出 会 い を 通 し て 地域社 会

に 根付 き 、 未 来 へ と つ な が っ て い （ 大 き な 力 に な る と 確信 し て お り ま す ⇔

本報告 集 に は 、 地域福祉 、 環境保全 、 防 災 支抜 、 文化 ・ 伝 統 の 継 承 、 青 少‘ 年 育 成 、 な

ど 、 多 咬 に わ た る 活動 が1又 録 さ れ て い ま す 。 そ れ ぞ れ の 事 業 に は 、 地域 を 想 う 温 か い 、 心

と 、 会 員 の 瞥 さ ま の イ丁 動 力 、 そ し て ク ラ プ の 創 意 工 夫 がさ め ら れ て お り 、 一 つ ひ と つ が

未 来 へ の 架 け 橋 と な る 素 晴 ら し い 実 践 で あ る と 感 じ て お り ま す 。

こ の 報告 集 が 、 各 ク ラ ブ の 今後 の 奉仕 活動 の 参考 と な る と と も に 、 新 た な 発想 や ク ラ

ブfa1 の 文 流 を 生 み 、 さ ら な る 社会 奉仕 の 発展へ と つ な が る こ と を 願 っ て お り ま す 。

結 び に 、 こ の 一年 「日1 、 地域社 会 の た め に 十青 熱 を 持 っ て 活動 を 金克 け て こ ら れ た 各 ク ラ ブ

の 皆 さ ま に 深 く 数 意 を 表 し ま す と と も に 、 ご 協 力 い た だ き ま し た す べ て の 会 員 の 皆 さ ま

に お よ り 感 謝 申 し 上 げ 、 ご 挨拶 と さ せ て い た だ き ま す 。

国 際 ロ ー タ リ ー 第2 6 5 0 地 区
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2025-26年度 綾部 ロータ リ ークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 社会奉仕委員会 委員長

： 仲江文男

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

L
実 施 日

実 施場所

＝参加人数

第14回 由 良川 ク リ ー ン大作戦

令和8年5 月9 日 （土曜 日 ） 1 ↑ 継続事業の 場合

綾部市味方町綾部大橋河川敷交通公園含む

綾部高校分析科学部が 主催に例会 と し て参加 （ 以前 は ロ ー タ リ ー独 自 で清掃作業後譲 る ）

通年 年

会 員 18 名 →→ 会員参加率 66 %

市民 332 名

その他 市 内 、 市外含 め 、32団 体 3 5 0 人以上参加

1事業分野 1 lコ1人間 尊重 □2地域発展 回3環境保全 ！ 己4共 同 奉仕 □5その他

事業 目 的及び事業内容

綾部市 を流れ る 大切 な 由 良川 の清掃に よ り 環境保全に努め る 。

流域の企業、 学校、 住民 と 共に美化活動に 取 り 組む。

事業結果

例年 日 曜 日 開催で したが 、 主催者の都合に よ り 土曜 日 に変更に成 り ま したが 、

当 日 、3 2 団体3 5 0 人 以上の （市外の学生含め） 参加者が あ り ま し た。
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1新聞 、TV等での報道 1

r ＇

事業予算 57,000

1事：ぶ「：のL農ォ;o
（複数 回答 可 ）

円

円

□ 地区補助金 □ グローパル補助金 匡］ クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他
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2025-26年 度 綾部

報告者 役 職

氏 名

ロ ータ リ ークラブ

： 社会奉仕委員会 委員長

： 仲 江文男

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

事 業 名 綾部市災 害基金積み 立 て 事業

実 施 日 令和7年7 月1 日 ～ 令和9年6 月 I ↑ 継続事業 の 場合 3 年

実 施場所 例会 日

協 力 団体

参 加 人数 会 員 27 名 →→ 会 員参加率 100 ％

市 民 0 名

そ の他

事 業分野 □1人 間 尊 重 □2地域 発展 □3環境保全 □4共同奉仕 己5その他

事業 目 的 及び事業内 容 I
綾部市 内 で 災 害 が 起 き た 場合 に 、 共助 と し て 後 方支援 す る 。 災 害一 回 に 付3 0 万 円 限度 に

後 方支援 す る 事業 3 年 間 に1 0 0 万 円 の 災 害 基金積 立事業 です。

会員 一 人 年12,000 円 積み 立 て て 、3年 で約1 0 0 万 円 予 定。

事 業結果 I
令和7 年7 月1 日 開 始か ら 令和8 年6 月5 日 現在、247, 000 円 。

新 聞 、TV等での 報道 I ．
令和7 年度 は し て い ま せん、2 年 目 の8 年度 は 、 綾部市 民新聞 に 災 害 基金 の積み 立 て を し

て い る こ と の 、 広報 を 致 し ま す。

I
事 業 予 算 300,000 円

事業執行額 6 月 現在進行 中 円

この事業の 主な財源 I □ 地 区補助金 ［コ グロ ー パル補助 金 ［コ クラブ資金 ［コ クラブ以外 か らの寄付E] その他
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2025-26年度 福知 山 ロータ リ ークラブ

報告者 役

氏

職
一

名

： 社会奉仕委員長

： 大 山 義道

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

L
実施 日

実施場所

三参加人数

親子 き ずな応援プ ロ ジ ェ ク ト in 福知 山2025

2025年11 月24 日 1 ↑ 継続事業の 場合

京都大 呂 ガーデ ンテ ラ ス （京都府福知 山 市大 呂 ）

福知 山 市母子寡婦福祉会

年

会 員 14 名 →→ 会 員参加率 3 1. 8 %

市民 70 名

その他

1事業分野 1~□1 ． 人間 尊重 □2地域発展 □3環境保全 □4共同奉仕 □5その他

事業 目 的及び事業内容

事業 目 的 ： ひ と り 親家庭の親の孤立感が軽減 さ れ る と と も に 、 外出や肉類を摂取す る 機会

が少な い親子 に対 し 、 心の ケ ア に も つなが り 、 親子の絆を深め る こ と が期待 さ れ る 。 ま た 、

本取組は福知 山 市母子寡婦福祉会の会長か ら も 高 く 評価 さ れて お り 、 同会 に と つ て も 、 継

続的な支援活動 を行 う 上での大 き な励み と な る 。

事業内容 ： ①グ ラ ウ ン ド ゴルフ 、 ②バーベキ ュ ー 、 ③将棋等の各種ゲー ム （使用 し た ゲー

ム等は福知 山 市母子寡婦福祉会へ寄贈） 、 ④マ ジ ッ ク シ ョ ー 、 ⑤OX ゲー ム （賞品 と して

食材や生活必需品 を提供）

事業結果

今 回 の事業 に先立ち 、 当 ク ラ ブ例会にお いて福知 山 市母子寡婦福祉会 の

代表に卓話を して いただき 、 会員がひ と り 親家庭の現状を知 り 、 理解を

深め る機会 と な っ た。 ま た 、 事業終了後 の反省会 に は参加者の一部の方

に も ご参加い ただき 、 その後 、 母子寡婦福祉会か ら お話を伺 う 中 で、 今

回 の事業 に よ り 親子 の き ずなだけで な く 、 親同 士や子 ど も 同 士 の交流 も

深 ま り 、 距離が縮ま っ た と の声 を いただいた。 さ ら に 、 寄贈 し たゲー ム

等 はそ の後の 活動で も継続的 に 活用 さ れて お り 、 今回 の事業は母子寡婦

福祉会の今後 の活動の参考に な っ た と の お言葉をいただ く な ど 、 高 い評

価をいた だいた。

新聞 、TV等での報道 r――

芦',99 、ゞZ案

りオ：駐[l ,

←｛ぎ癬．
心ミこ．，
:- - •マすー··="
--

地方紙 （ ラ サ ン カ ・ 朝 日 新聞 ・ 京都新 聞 。 両丹 日 日 新聞）

事業予算

＿
源

409,843 円

411,967 円

匡］ 地区補助金 □ グローパル補助金 匡］ クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他
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2025-26年度 亀岡 ロータリークラブ

報告者 役 職 ： 社会奉仕委員長

氏 名 ： 茨木勝治

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

事業名 視覚障害者に対す る理解 と 盲導犬の役割

実施 日 令和7年 10月5 日 ↑ 継続事業の場合 年

実施場所 ガ レ リ ア かめ おか2階 桜の間 ・ つつ じの 間

協力 団体 亀岡市視覚障害者協会 ・ 公益財団法人 関西盲導犬協会

参 加 人数 会員

市民

その他

18

153

名

名

→→ 会員参加率 58 ％

事業分野 □1人 間 尊 重 □2地域 発展 回3環境保全 □4共同奉仕 □ 5その他

事業 目 的及び事業内容

亀岡市内小学生3年生から6年生ま でを対象に 、 視党障害 と は どの よ う な も のかをわか り やす く

伝 え る と と も に、 視覚障害者の生活 を支 え る 「盲導犬」 の役割について学ぶ体験型プロ グ ラ ム

事業結果

障害者への理解 と 配慮の心が生まれた

誰 も が安心 して暮 らせ る社会のた めに 自 分にで き る こ と を考 え る機会 と な っ た

児童の道徳性や社会性の発達に寄与でき た

新聞 、TV等での報道

・ 京都新聞社丹波版

・ 地元ケーブルテ レ ビ(ZTV)
に よ る テ レ ビ放映
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事業予算 511, 392 円

事業執行額 I 511,392

この事業の主な財源
， ＿ ＿‘ 同 答 百 ｀

円

図 地区補助金 口 グローパル補助金 匡］ クラブ資金 ［コ クラブ以外か らの寄付 ［コ その他
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2025-26年 度 亀岡 中 央

報告者 役 職

氏 名

ロ ータ リ ークラブ

： 社会奉仕委員長

： 六 嶋洋道

担 当 委 員 会 名 ： 奉仕 プ ロ ジ ェ ク ト

事 業 名 2025年 青葉 学 園 交流事業

実 施 日 2025年12月7 日 I ↑ 継続事業 の 場合 4 年

実 施場所 亀 岡 ア ル プ ラ ザ ボ ウ リ ン グ／菜根香 （ 中 華料理）

協 力 団体 チ ー ム 亀 岡 中 央

参 加 人数 会 員 10 名 →→ 会 員参加率 77 ％

市 民 38 名

そ の他 チ ー ム 亀 岡 中央4名

事 業分野 □1人 間 尊 重 回2地域 発展 □3環境保全 □4共同奉仕 □5その他

事業 目 的 及び事業内 容 I
青葉学 園 の 子供達 と ボ ウ リ ン ・ 食事 を 通 じ て 、 子供達 と 地域社会 と の つ な が り を 一緒 に 楽

し む

事 業結果 I
多 く の 子供達 、 職員 の 皆様 と ボ ウ リ ン グ ・ 食事 ・ プ ロ の マ ジ シ ャ ン の マ ジ ッ ク シ ョ ー を 通

じ て 交流 を 深 め る 事が 出 来 ま し た 。

所在地域 の 青葉 学 園様 と の 絆 、 社会奉仕 、 青少年奉仕 を 目 的 に未来 に つ な が る 持続可能 な

事業 と し て 引 き 続 き 継続 し て ま い り ま す。

新 聞 、TV等での 報道 I

事 業 予 算 310,000 円

事業執行額 304,970 円

この事業の 主な財源 I □ 地 区補助金 ［コ グロ ー パル補助 金 図 クラブ資金 ［コ クラブ以外 か らの寄付 ［コ その他
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2025-26年度

社会奉仕部門事業報告書

京丹後 ロータリークラブ

報告者 役

氏

職
一

名

： 社会奉仕委員長

： 山本勝憲

担 当 委 員 会 名 ： 奉仕プ ロ ジ ェ ク ト

事業名 おはな し フ ェ ス テ ィ バル

実施 日 2026年5月23 日

実施場所 た ちばな会館

協力 団体 I みかんの本文庫

参加人数 会員 19 名 →→ 会員参加率

市民 108 名

その他 子供56名 大人52名

↑ 継続事業の場合 4 年

73 %

事業分野 □1 ． 人間 尊重 国2地域発展 ［コ3環境保全 □4共 同 奉仕 □ 5その他

事業 目 的及び事業内容

読み聞かせグループ “みかんの木文庫” の皆様に大型紙芝居 と 人形劇 を熱演 して頂 き ます ス
ト ー リ ー は大変わか り やす く 、 ユーモ ア と 楽 し さ 、 感激、 社会での道徳心の育成、 そ して皆様

が明 日 に 向か う 勇気も頂け る も のであ る と 確信 してお り ます。 小 さ なお子様か ら お父 さ ん 、 お
母 さ ん、 お じい さ ん 、 おばあ さ んま で喜んで見て頂け る 事業です。

事業結果
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本年度は、 おか しの詰め合わせを子供た ち に無料でプ レゼ ン ト を行いま した。 当 日 は天候に も

恵まれ来場者数 も 多 く 、 た く さ んの子供た ちの笑顔が見れま した。
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二
269,000 円

265,610 円

□ 地区補助金 □ グローバル補助金 匡］ クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他
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2025-26年度 京都 ロータ リ ークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 社会奉仕委員会委員長

： 佐 々 木 正子

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

ヒ名

実施 日

実施場所

＝参加人数

社会奉仕委員会 ク ラ ブ フ ォ ー ラ ム
「保護 司 の経験を 通 し て学んだ こ と 一 具体的 な事例 を通 し て考 え る 」

2025年10月22 日 （水） 1 ↑ 継続事業の場合 毎年度 年

ホテルオー ク ラ 京都

会員 39 名 →→ 会 員参加率 19 %

市民

その他

1事業分野 1 百言間尊重 □2地域発展 □3環境保全

事業 目 的及び事業内容

名

□4． 共 同 奉仕 E] 5その他

京都RCでは地域社会を健全で豊かな も のにする ため 、 地域現状に対 しての幅広い情報収集 と 理

解を深め る 活動を継続 してお り 、 その一環 と して ク ラ ブフ ォ ー ラ ム での講演が行われてい る。

昨年度、 青少年の非行の実態について警察の ご担当者よ り 実態 と 最近の傾向 をお聞 き する機会

があ っ たので、 社会 の陰の部分の 問題点 と 解決策 を よ り 深 く 理解する た めに 、 今年度は犯罪に

手を染めた人 々 の更生を 図 る 活動 を長年 して こ られた梶村健二先生に 「保護司」 活動の現状の

お話を伺い 、 質疑応答を通 して社会の抱え る諸問題を明確化 し理解を深め る機会を設け た。

事業結果

参加者は39人。
「保護司」 は無給で、 元犯罪者の更生をサポー ト する ため に 、 元犯罪者側の社会生活を考え て 目

立たない よ う に活動する 必要が あ り 、 そ のた めに社会 にそ の活動が あ ま り 知 ら れて いないの が現
状であ る 。 大津での保護司殺害事件の よ う に 、 命が けの部分 も あ る 大変ハー ド な奉仕活動であ る 。
我々 の 日 常では知 り 得ない 、 問題を抱えた人 々 の生活環境や現状を知 る こ と や、 ま たそれ ら の
人 々 を どの よ う にサポー ト した ら犯罪率が低下 してい く の か、 長年の経験談 を交え た講演をお聞
き して 、 様々 に知識を広め 、 考え る機会 と な っ た。
犯罪者は改心 して も刑務所にい る 間 に社会は変化 し 、 仕事につ け ない な ど更生す る に も壁が あ り 、
周 り か ら のサポー ト が必要な部分が あ る 。
こ う した現実を知 る と と も に 、 元犯罪者が立ち直る た めに周 り の社会 に求め ら れて い る サポー ト
を理解 し 、 社会全体を よ り 健全な も のにする
た めに必要な 「奉仕の精神」 を学ばせて頂いた点で も成果は大き かっ た。

新聞 、TV等での報道

な し

禰〒〒~11·1111
'心

9- 1 9＿多 じ 一 ← •·—I 、
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ロこの事業の主な財源

120,000 円

118,883 円

□ 地区補助金 □ グローパル補助金 匡］ クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他
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2025-26年度 京都 ロ ータ リ ークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 社会奉仕委員会 委員長

： 佐 々 木正子

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

L
実 施 日

実 施場所

＝参 加 人数

ス ペ シ ャ ルオ リ ン ピ ッ ク ス 日 本 ・ 京都 鴨川 チ ャ リ テ ィ ー ト ー チ ウ ォ ー ク

2026年5月17 日 （ 日 ） 1 ↑ 継続事業 の 場合 約20 年

府立植物 園 北 門 前 ～ 鴨川 河川 敷 ～御 池 中 学校

NPO法人 ス ペ シ ャ ルオ リ ン ピ ッ ク ス 日 本 ・ 京都

会 員 15 名 →→ 会 員参加率 約8 %

市 民

そ の他

1事 業分野 1 百言間 尊重 □2地域発展 □3環境保全

事業 目 的 及び事業内 容

名

□4． 共 同 奉仕 □ 5その他

京都RCで は 皆 が 平等 で豊 か な 、 よ り 良 い 地域社会 の実現に 寄与す る こ と を 目 的 と し て 、 継続 し

て ス ペ シ ャ ルオ リ ン ピ ッ ク ス 日 本 ・ 京都 の ト ー チ ウ ォ ー ク に 参加 し て い る 。 知 的 障害 の あ る ア

ス リ ー ト 達 を 励 ま し 交流す る こ と を 通 し 、 そ れぞれの 持つ力 を 育み 、 よ り よ い 社会性が 身 に つ

く こ と を願 い 、 広 く 地域社会 に ア ス リ ー ト 達へ の 理解 、 協力 を 呼び か け る 活動 を 目 指 し て い る 。

こ の チ ャ リ テ ィ ー ト ー チ ウ ォ ー ク は 、 ス ペ シ ャ ルオ リ ン ピ ッ ク ス 日 本 の認知度 ア ッ プ と 、 知 的

障害 の あ る 方 々 の 活動 支援 を 目 的 と し 、 ト ー チ を 持 っ た ア ス リ ー ト た ち と 参加者 が 一緒 に 鴨川

を 歩 く 事業。

事 業結果

京都府 立植物 園 北 門 前 で 千容子会長 の ご挨拶 、 ア ス リ ー ト の 開 会 宣言後 、2本 の ト ー チ が 点火 さ れ
出 発 。
ア ス リ ー ト の 方 々 や今 主 旨 に 賛 同 の各 団 体 の 皆様 と と も に 鴨川 の 両岸 に 分 かれ 、 約6k皿先 の ゴール 、
御 池 中 学校 ま で の コ ー ス を 皆 で歩 く こ と を 通 し 、 交流 を 図 り 、 沿道 の 人 に も 本活動 の 目 指す 目 的 ヘ
の 関 心 と 理解 を 持 っ て も ら う こ と を 目 的 と し て い る 。
雲 一つ な い真夏 を 思わせ る よ う な 晴天 の 下 、 途 中 地 点で各 団 体 も 続 々 合流 し 、 最終的 に は総勢約
200名 で溌沫lj と ゴー ル を 目 指 し た 。
中 野パ ス ト ガバ ナ ー に も ご参加 い た だ き 、 閉 会式で は千容子会 長 よ リ ア ス リ ー ト ヘ の激励 の
言葉 が 寄せ ら れ た 。 開催 間 近 の種 目 の選手 た ち の 紹介 も あ り 、 参加者全員 か ら 激励 の エ ール を 送 り 、
閉 会 と な っ た 。
天候 に左右 さ れ る 活動で あ る が 、 継続す る こ と で社会 の理解 が 進み 、 ス ポー ツ を 通 じ て 知 的 障 害 の
あ る 方 々 の社会 参加 を応援 す る 「 ス ペ シ ャ ルオ リ ン ピ ッ ク ス 」 に 、 一層 の 関 心 が 高 ま る 事 を願 う 。

事 業 予 算 ゜
1事業執行額 1 °

この事業の 主な財源

円

円

□ 地区補助金 □ グローパル補助金 匡l クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付E] その他
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2025-26年度 京都伏見 ロータ リ ークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 社会奉仕委員長

： 植本宏志

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

L
実 施 日

実 施場所

＝参加人数

みんな集ま れ ！ 呉竹祭 り

2025年9月30 日

京都市立呉竹総合支援学校

↑ 継続事業の場合 年

会員

生徒

41 名 →→ 会 員参加率 45. 56% %

名

その他 京都市立呉竹総合支援学校 生徒及び教職員

1事業分野 1 lコ1人間 尊重 回2地域発展 □3環境保全 □4共 同 奉仕 □5その他

事業 目 的及び事業内容

一方的に支援する のでは無 く 、 求め られてい る事を よ く 聞 き 、 可能な限 り 支援する 。

児童 と 関われ る奉仕事業 と し、 会員本人に奉仕に対す る 意識付け を 目 指 します。

大型プールやマ ッ ト 、 測域セ ンサー な どの教育の過程で必要で、 且つ長 く 使 え る も の を寄贈
し ます。 寄贈品 を使い児童 と 一緒に活動する 事に よ っ て コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンを 図 り なが ら

関係性の 向上 も 同時に 目 指 します。

事業結果

会員の半分参加頂 き 、 児童 と 様々 な形で関わ る こ と が 出来ま した。
ま た地域に呼びかけ着 ぐ る みをお借 り し 、 祭 り に参加 して も ら っ た こ と で児童 も大いに喜
んで も ら えま した。
今回の事業を き っ かけ に よ り 地域 と の 関係性強化に結び付け る事が出来ま した。

新聞 、TV等での報道

京都新聞社に来て頂 き 、 当 日 の様子 を10/9の朝刊で取 り 上げて も ら う 事が 出来ま した。

事業予算 750,000

事：洲己；のL器；94
（複数 回 答 可 ）

円

円

匡］ 地区補助金 □ グローパル補助金 匡］ クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他
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2025-26年度 京都平安 ロータ リ ークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 幹事

： 坂 口 明 子

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

L
実 施 日

実 施場所

＝参加人数

京都平安 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 障碍者ス ポー ツ 体験会

2025年9月14 日 （ 日 ）

京都市障が い者ス ポー ツ セ ン タ ー

↑ 継続事業の 場合 3 年

京都府 フ ロ ア バ レー ボール協会

会 員 15 名 →→ 会 員参加率 83 %

市民 30 名

その他 府外 よ り40名

1事業分野 1 □1人間 尊重 □2地域発展 □3環境保全

事業 目 的及び事業内容

□4． 共 同 奉仕 □ 5その他

障が い者ス ポー ツ 体験会 を 開催 し 、 フ ロ アバ レー ボールな ど の競技 を 実際 に 体験 し て いた

だ き ま し た。 日 頃 は障が い の あ る 方 と 接す る 機会が少 な く 、 「 ど う 関 われば よ いの か」

と 不安 を感 じ る 方 も 多い 中 、 ス ポー ツ を通 じ て 自 然 に 交流で き る 貴重 な場 と な り ま し た。

ま だ認知度 の高 い分野 と は言 え ま せ ん が 、 こ の 体験 を き っ かけ に 障が い者ス ポー ツ の魅力

を知 り 、 理解 を深 め て い た だ く こ と を 目 的 と し て本事業 を 実施 し て い ま す。

事業結果

今 回 の 「 障が い者ス ポー ツ 体験会 」 では 、 フ ロ ア バ レー ボール を 体験 し て い た だ き ま し た。

実際 に プ レー し て み る と 、 選手の皆 さ んの熱気 と 迫力 は 「障が い 」 と い う 言葉 を 忘れ る ほ

ど で 、 そ の競技性の高 さ に 多 く の参加者が驚かれて い ま し た 。

こ の体験 を通 じて 、 競技の 大変 さ や面 白 さ を知 っ て いた だ く 良 い き っ か け に な っ た と 感 じ

て い ま す。 障が い者ス ポー ツ の一つ と し て フ ロ ア バ レー ボールが よ り 広 く 周 知 さ れ る よ う 、

今後 も 本事業 を継続 し て ま い り ま す。

ま た 今年 は 、 京都の フ ロ ア バ レー ボールチ ー ム の 皆様ヘユ ニ ホ ー ム を 寄贈 し 、 活動 を応援

す る 取 り 組み も行い ま し た 。 今後 は 、 よ り 多 く の 地域の方 々 に参加 い た だ け る よ う 、 事業

の充実 に努 め て ま い り ま す。
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事業予算 400,000

事業執行額 I 601,574
この事業の主な財源

円

円

匡］ 地区補助金 □ グローパル補助金 匡］ クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他
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2025-26年度 京都東 ロータリークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 社会奉仕委員長

： 宗本 順三

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

L
実施 日

実施場所

主参加人数

京都東ロ ータ リ ーク ラブ 創立70周年記念事業 「公開文化塾～プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナルが い ざな う 伝統文化～」

2026年2/22 3/15 4/11 3 回開催I ↑ 継続事業の場合 年

表千家北山会館／京都観世会館

表千家北山会館

会員

市民

その他

1事業分野 1 百1 ． 人 間 尊 重 □2地域 発展 □3環 境 保全 □4共 同 奉 仕 □5その 他

事業目 的及び事業内容

100 名 →→ 会 員 参 加 率 約 30 %

579 名

京都東RC地区に本拠を置く 世界的な伝統文化 （能楽、 食 と 酒、 茶の湯と 工芸） を支 えて い る プ

ロ フ ェ ッ シ ョ ナル技能者 （能楽師、 酒 。 食の生産者、 家元 、 千家十職な ど） に語っ て も ら い 、

その真髄に触れて も ら う 機会 を若者や市民に提供する 。 参加 した市民が 、 京都の伝統文化を奥

深い魅力を肌で感 じ る と と も に 、 知識化 して広 く 伝えて ゆ く 礎 と な る。 ま た外部から参加 した

人 も 、 京都 ら し さ を成 り 立たせてい る伝統文化 と それを支え る 技能者を知 る機会 と な る 。

第1 回演題 「京の食文化 と それを支え る水」 第2回演題 「茶の湯の道具 使 う 人 作 る 人」

第3回 能 「鞍馬天狗」 公演～片 山九郎右衛門がい ざな う 能の世界～ 3 回開催

事業結果

京都東RCの地区のみな らず、 広 く 京都市民に現代に生 き る伝統文化の受 け継がれて き た

「心」 「技」 、 その背後 に あ る 深い底流を なす経験や技能、 感性から得 ら れる 暗黙知 を垣間見

る こ と に よ っ て 、 情報化社会では得に く い体験ができ 、 特に若い世代に素晴 ら しい体験機会 を

提供す る が事で き た。 京都の伝統文化の表層 は、 メ ディ ア に載っ て世界中 に広が っ て はいる が 、

そ の一方で 、 本当 に文化を支 え る 日 本人は細る 一方であ り 、 日 本人 と い え ど も それほ ど本物に

触れる機会は多 く ない。 こ の よ う な機会 を で き る だけ設け る こ と に よ り 、 継承者を社会に広 く

知っ て も ら い市民全体で文化を支援で き る こ と への一助 にな っ た。 広 く 発信 して ゆ く こ と に

よ り 、 次世代への継承発展に寄与で き た。
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3,406,335 円

匡］ 地区補助金 □ グローパル補助金 匡］ クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他
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2025-26年度 京都東 山

報告者 役 職

氏 名

ロータリークラブ

： 奉仕プ ロ ジェ ク ト 医院長

： 郡 正樹

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

事業名 【 やま し な ！ こ ど も 発見隊 ！ 】 わた しが魅 （み） つけた よ ！ やま しな のス テ キ ！

実施日 2026年4月9 日 I ↑ 継続事業の場合 I 年

実施場所 京都市山科 区東部文化会館

協力 団体 京都市教育委員会 山科区役所 山 科は ぐ く みネ ッ ト ワ ー ク

参加人数 会員

I
30 名 →→ 会員参加率 50 ％

市民 85 名

その他 5名

事業分野 国1人 間尊重 □2地域発展 □3環境 保全 □4共 同奉仕 □ 5．その他

事業 目 的及び事業内容 I
I

1. 【 やま しな発見 ！ は ぐ く みカルタ 】 山科区制50周年記念事業は ぐ く みネ ッ ト ワ ー ク 実行委員

会の制作 したカルタ を使用する 。 小学生にカ ルタ を通 して楽 しみなが ら歴史 を学び、 カ ルタ 体験

を して も ら う 。

2. 【 が ま 口 財布作 り 】 京都の伝統的な生地を使用 し 【 も のづ く り 】 の大切 さ を理解 して も ら う 。

3. 【 フ ォ ト コ ンテス ト 結果発表】 募集 した フ ォ ト コ ンテス ト の結果発表 と 作品の展示あ る いは

放映、 最優秀賞 、 優秀賞 、 佳作他各賞の発表 と 受賞作品 を含めた作品 を公開する 。

以上3 点 を柱に して1 日 で実施する 事業 と する 。

事業結果 I
I

【 山科 区制5 0 周年記念事業の冠事業 と して の取組】
京都市東部文化会館で実施 し 、 山科1 3 学区の小学校よ り 約5 0名 の参加 、 保護者、 関係者含め
総勢100名 で実施 した。 本事業では 、 山科区の歴史や文化、 も のづ く り の魅力 を子 ど も た ち に楽
し く 体験 し て も ら う こ と ができ た。 カルタ 体験では、 参加 した子 ど も たちが積極的に札を取 り 合
い、 楽 しみなが ら 地域の歴史を学ぶ姿が見 ら れた。 ま た 、 が ま 口 財布作 り では、 京都の伝統文化
に触れなが ら 、 も のづ く り の楽 し さ や大切 さ を実感 して も ら う 機会 と な っ た。

フ ォ ト コ ンテス ト 結果発表では 、 多 く の作品が展示 さ れ、 参加者や保護者か ら も好評を得る こ と

ができ た。 会場全体が終始和やかな雰囲気に包まれ、 参加者同士の交流も 深ま る 有意義な事業 と

な っ た。

当 日 は大 き な事故や ト ラ ブルも な く 、 関係者 ・ 参加者の協力の も と 円 滑に運営する こ と がで き た。

子 ど も た ち の笑顔が多 く 見 ら れ、 地域の魅力再発見につな が る 貴重な機会 と な っ たた め 、 今後 も

継続的な地域交流事業 と して発展 さ せて い き たい。
I

新聞、TV等での報道 I
新聞 山科市民新聞3月 号掲載

広報誌 京都市広報誌 わ く わ く の扉2月 号掲載

事業予算 1,300,000 円

事業執行額 1,312,781 円

しの（檀勁盆：名り源 I □ 地区補助金 □ グローバル補助金 E] クラブ資金 ［コ クラブ以外からの寄付 ［コ その他

- 1 2 -



2025-26年度 京都北東 ロータ リ ークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 委員長

： 吉 田 昌 司

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

L
実施 日

実施場所

＝参加人数

宝ヶ 池公園 桜植樹プ ロ ジェ ク トVol

2026年3月29 日 1 ↑ 継続事業の場合

宝ヶ 池公園及びザ ・ プ リ ンス 京都宝 ヶ 池

北 山 街協同組合、 京都市左京区土木み ど り 事務所

3 年

会 員 10 名 →→ 会員参加率 59 %

市民 94 名

その他

1事業分野 1 百言間尊重 回2地域発展 □3環境保全

事業 目 的及び事業内容

□4 ． 共同奉仕 □ 5その他

2023年度に宝ヶ 池の森散策道に案内看板を設置、2024年度 に宝 ヶ 池公園内 に案内板設置 、 菖蒲

園看板整備事業 （ 地区補助金不 申 請） を行っ て き ま した。 その第二段 と して桜の植樹 を行 う こ

と に な り ま した。

樹木の植樹は、 二酸化炭素の吸収量増加や土壌浸食の防止 、 水源の保護 と い っ た環境保全に寄

与 します。 き れいな空気や土壌、 水資源を維持す る こ と は地域住民の健康 と 生活基盤を支 え る

こ と につなが る た め 、 人 々 の暮 ら し を守 る 人道的な行為 と い え ます。 桜の景観が整備 さ れる こ

と で、 地域に人が集ま り やす く な り 、 観光な どの経済的 な効果 も 生まれます。 さ ら に 、 桜を 中

心 と して 、 互いの結びつき や コ ミ ュ ニケー シ ョ ンが活発 にな り 、 地域 コ ミ ュ ニテ ィ の強化につ

なが り ま す。

事業結果

桜の植樹で公園の環境保全に貢献で き ま した。 お茶会を開催 してた く さ んの市民の方お花 と

お茶 を楽 しんでいただき ま した。 宝 ヶ 池公園 を 中 心 と して の新 しい地域の コ ミ ュ ニテ ィ ーが

生ま れ地域発展に貢献でき ま した。
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事業予算 845,170

・ト・｀
円

円

匡l 地 区 補 助金 □ グロ ー パル補 助 金 匡l クラ ブ 資 金 □ クラ ブ 以 外 か らの 寄付□ その他
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2025-26年度 京都イブニング ロータ リ ークラブ

報告者 役 職 ： 委員長

氏 名 ： 中 野 種樹

担 当 委 員 会 名 ： 奉仕プ ロ ジ ェ ク ト 委員長

L
実 施 日

実 施場所

＝参加人数 会 員 6 名 →→ 会 員参加率

↑ 継続事業の 場合

％

年

暮 ら し ラ ンプ支援プ ロ ジ ェ ク ト

2025年9月11 日 （木）

暮 ら し ラ ンプ 「 こ き ゅ う ＋ 」

市民 25 名

そ の他

1事業分野 1~□1 ． 人間尊重 回2地域発展 □3環境保全 ！コ4共 同 奉仕 □5その他

事業 目 的及び事業内容

「 こ き ゅ う ＋」 で は 障が い者が カ フ ェ 業務やア ー ト ・ デザイ ン制 作な ど就労 を 通 し て 一 人

一人が 自 分た ち の意思に 合わせた役割 を持 ち 、 作業 に 取 り 組んでいま す。 今ま で手作業で

行 っ て い た コ ー ヒ ー粉の計測 を 自 動計量器を 導入す る こ と に よ っ て作業効率が 上が り 、 障

が い者の モ チベー シ ョ ン 向上につな が り ま す。 ワ ー ク シ ョ ッ プに おいて 、 暮 ら し ラ ンプの

焙 煎士や障害 が あ る メ ンバー と と も に複数の豆を試飲 ・ 比較 し な が ら 、 ロ ー タ リ ア ン と 協

力 し て ブ レ ン ド を決定 し オ リ ジナルブ レ ン ド と し て販売 し た。

事業結果

当 日 は コ ー ヒ ー粉 自 動計量器の贈呈式後 、 ワ ー ク シ ョ ッ プを 開催 し 、 ロ ー タ リ ー ア ン と 障

が い者メ ンバ ー と と も にオ リ ジナルブ レ ン ド コ ー ヒ ー を作 り ま し た。 「 地域 と つな が る 活

動」 と し て 多 く の方に認知 さ れ 、 共に未来 をつ く る き っ か け に な っ た と 実感 し て いま す。

事業予算 198,170 円

円

匡］ 地区補助金 □ グローパル補助金 □ クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他

- 14 -

事業執行額 I 198,170
この事業の主な財源



2025-26年度 京都城陽 ロータリークラブ

報告者 役 職 ： 社会奉仕委員長

氏 名 ： 石 田 勝也

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

事業名 寄贈モ ニ ュ メ ン ト 等の掃除

実施 日 2026年5月30 日 ↑ 継続事業の場合 年

実施場所 城陽市役所前 、 文化パルク 城陽他

協 力 団体 な し

参 加 人数 会員

市 民

その他 1名

16 名

名

（会員家族）

→→ 会 員 参 加 率 57 %

事業分野 □ 1 人 間尊重 □2地 域 発展 □3環境保全 □4共 同 奉 仕 □5 ．その他

事業 目 的及び事業内容

京都城陽RCが過去に社会奉仕事業 と して市役所前等の公共施設にモニ ュ メ ン ト 等の寄贈を行っ

た。 それ ら が経年に よ り 汚れた り して いたので 、 寄贈物の周辺 を含め清掃を行っ た。

ま た 、 京都城陽RCは創立56年を迎え る が 、 過去に行っ た社会奉仕事業を知 ら ない会員 も増 えて

お り 、 併せて 当 ク ラ ブの歴史 を知 る機会 と した。

事業結果

周辺 を含めモニ ュ メ ン ト を掃除する こ と で き れいにな っ た。 それ以上に 、 半数以上の会員が参

加 し、 会員歴の長い会員か ら 寄贈 した経緯や裏話な ど も 聞 き 、 ク ラ ブを理解する よ い機会 と

な っ た。

新聞、TV等での報道

2026年6月6 日 、 地元紙 「洛 タ イ 新報」 に掲載 さ れた。
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2025-26年 度 京都桂川 ロ ータ リ ークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 委員長

： 山 本 拓 生

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員長

L
実 施 日

実 施場所

＝参 加 人数

京都桂川 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ杯パ ラ ス ポ ー ツ （ ボ ッ チ ャ ） 大会

2025年11月29 日 （ 土 ）

京都市 立西総合支 援 学校 体育館

↑ 継続事業 の 場合 4 年

西京社会福 祉協議会 、 障害者 ス ポ ー ツ 振興会

会 員 10 名 →→ 会 員参加率 25. 6 %

市 民 60 名

そ の他

1事 業分野 1 百言間 尊重 回2地域発展 □3環境保全

事業 目 的 及び事業内 容

□4． 共 同 奉仕 □ 5その他

パ ラ ス ポー ツ で あ る 「 ボ ッ チ ャ 」 は年齢や性別 、 障が い の程度 に 制 限 さ れず に 誰 で も 参加 し て

楽 し み競い合 う こ と が 出来 る ス ポー ツ で あ り ま す。 地域で は ま だ未知 の ス ポー ツ で あ る の で認

知 に努 め 、 障 が い 団 体や支援学校 に 多 く の参加 を 呼びか け 啓蒙 ・ 普及 に 寄与 し 、 参加者の 交流 、

親 睦 を 深 め る 。

事 業結果

今 回4回 目 に な る 大会 ですが 、 西京社会福祉協議会 と 京都障害者 ス ポー ツ 振興会 の 協力 の も

と 、8 箇 所 の 障害福祉施設 よ り1 0 チ ー ム の 、 手話通訳 、 付 き 添 い の 家族 を 含 め約8 0 名 程の 参加

で 開催 さ れ ま し た 。

1 1 月 下旬 と も な る と 、 体育館 の 中 は 冷 え ま す。 参加者 の健康状 態 な ど気 に な り ま し た が 、 皆 さ

ん 元気 に 動 き 、 笑 い 、 大 い に盛 り 上 が り ま し た 。 ボ ッ チ ャ と い う ス ポー ツ は 、 初 め て 体験 さ れ る 方

が 多 く 、 ルー ル の 説明 の 後 に す ぐ に ゲー ム が 開 始 さ れ る の ですが 、 不 思議 と 盛 り 上 が り ま す。 各

コ ー ト で歓声 が 上 が り 、 皆 さ ん 時 間 と 共 に競技 に熱 が入 り 楽 し ん で い た だ い た か と 思 い ま す。

閉 会式 で は 、 優勝チ ー ム と 準優勝 チ ー ム を は じ め 、 参加者全員 に 障害施設 が 生産 し て い る ク ッ キ ー

な ど を 副 賞や参加 賞 と し て 贈 呈 し ま し た 。 回 を 重 ね る ご と に反省 点や改 善点 も 出 て き て お り 、 協力

団 体や参加者 も 年々 熱心 に な っ て お り 、 や り が い を 感 じ る 大会 へ と 育 つ て き た よ う に 思 い ま す 。

h
i

ー ｀
1叫，

『口~:ぷ＝3上
-9,49:-ー盲 ● i 『 、1日'--1
I 431, 758 亘

事業執行額 I 414,086 円

匡］ 地区補助金 □ グローパル補助金 匡］ クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他
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2025-26年度 京都北 ロ ータ リ ークラブ

報告者 役 職 ： 社会奉仕委員長

氏 角 田龍平

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕、 職業奉仕
青少午奉仕委員会

名

事業名 子 ど も 塾2 0 2 5 絶滅危惧種の動物 を知 ろ う ～飼育員 さ んのお仕事 も 学ん じ ゃお う ～

実施 日 2025年10月25 日 ↑ 継続事業の場合 年

実施場所 京都市動物園

協 力 団 体 京都市 、 京都新聞、KBS京都テ レ ビ

参加人数 会員

市民

そ の 他

23

109

名

名

→→ 会 員 参 加 率 38 ％

事業分野 □1 人 間尊重 曰2地域発 展 □3環 境 保 全 □4共 同 奉仕 □5その他

事業 目 的及び事業内容

参加 した子 ど も たちに絶滅危惧種の動物及び飼育員の仕事の内容を知っ て も ら い 、 地域社会に

おいて大人 と 子 ど も が地球環境保護及び動物園の役割の重要性について認識を共有する こ と を

事業 目 的 と しま した。

事業内容は、4班に分かれた子 ど も た ち が 、 園内に設けた10か所のチ ェ ッ ク ポイ ン ト を周 り 、

会員か ら10種の絶滅危惧種に 関す る レ ク チ ャ ー を受 け 、 ク イ ズに答 えて ス タ ンプを集め る ス タ

ンプラ リ ー を行 う と 共に 、 動物園のバ ッ ク ヤー ドで飼育員か ら仕事の内容を学びま した。

事業結果

子 ど も た ち に と っ て 「絶滅危惧種を知 る 」 と い

う 切 り 口 で動物を観察す る と い う 体験は新鮮

だっ た よ う で 、 会員に よ る 各動物の説明 に熱心

に耳を傾けて いま した。 ま た、 普段観る こ と の

でき ない動物園のバ ッ ク ヤー ドで飼育員か ら仕

事の 内容を学び、 知的好奇心を刺激 さ れて 目 を

輝かせる子 ど も た ちの姿が印象的で した。
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新聞、TV等での報道

イ ベン ト 当 日 のKBS京都テ レ ビのニ ュ ース と

翌朝の京都新聞朝刊 でイ ベン ト の模様が報

じ られま した。
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事業予算 1,018,882 円

＇

宣一

巨二二］
事：農；：の1主；~882

円

□ 地区補助金 □ グローバル補助金

口“

□ クラブ資金 ［コ クラブ以外からの寄付 ［コ その他
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2025-26年度 京都南 ロータ リ ークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 委員長

： 川 崎 照晃

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

事業名 付き 添い入院家族支援

実施 日 2 0 2 5 年7 月 ～2 0 2 6 年6 月 I ↑ 継続事業の場合 2 年

実施場所 京都府立 医科大学 小児 医療セ ン タ ー

協 力 団体 認定NPO 法 人キープ ・ ス マイ リ ング

参加人数 会員 66 名 →→ 会員参加率 25. 6 ％

市民 6 名

その他 延べ参加人数 ： 会員75名 、 青森RC 4名 、 小 田 原RC 3名

事業分野 I B1人r"]尊 重 □2地域発 展 □3環境保全 国4共同 奉仕 □5 ．その他

事業 目 的及び事業内容

京都府立医科大学の小児医療セ ン タ ーで長期入院中 の患児 に24時間付 き 添 う ご家族へ、 京

都南RC会員企業が提供す る 美味 し く て 、 栄養バ ラ ンス の と れた 、 季節 を感 じ られ る お弁

当 と お菓子 と お届 けす る と と も に 、 共 同事業 と して青森RC ・ 小 田原RC両姉妹 ク ラ ブか ら 特

産のお菓子を提供いただき お届 け し た。 ま た 、 病棟内で ミ ニ コ ンサー ト を 開催 し 、 入院中 の

親子が少 しで も笑顔に 、 そ して元気にな っ て いただけ る よ う ご奉仕 さ せて いただいた。

事業結果

【 ミ ールサ ポー ト 】

京都府立医科大学小児医療セ ン タ ーで長期入院中 の患児に付 き

添 う ご家族へ、 飲食関連の会員企業 ご提供のお弁 当 と お菓子 と

姉妹ク ラ ブ提供のお菓子を7 月 か ら6 月 ま で毎月1 回、 合計

1 2 回お届 け。 ご家族か ら沢 山 の感謝 と 心温ま る メ ッ セ ー ジ を

いただき ま した。

【 初夏の癒 し コ ンサー ト 】

患児 と ご家族に 、 心の癒 し を感 じて いただければ と 、 演奏に

「Le Collage」 の皆様を お迎え し 、 優 しい音色で心温ま る 演奏

と 、 楽 しいプ ロ グラ ム を披露 し て いただ き ま し た。

＇L 』•“一ぜ＼＼ 一

al可
新聞、TV等での報道

な し

事業予算 1,500,000 円

円

□ 地 区補 助 金 □ グロ ー バル補 助 金 E] クラ ブ資 金 □ ク ラブ 以 外 か らの寄付□ その他
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2025-26年度 京都南

報告者 役 職

氏 名

： 委員長

： 川 崎照晃

ロータ リ ークラブ

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

事業名 「 ま あ い い かCafe」

実施 日 2025年11月30 日 （ 日 ） 、2026年3月8 日 （ 叫 ↑ 継続事業の場合 2 年

実施場所 ム ッ シ ュ い と う 「SALA LUCE」

協 力 団体 ま あ い い かlaboき ょ う と

参加人数 会員 40 名 →→ 会員参加率 15. 5 ％

市民 145 名

その他 会員家族等10名 、 ロ ー タ ー ア ク ト 会員10名 、 認知症 当 事者 キ ャ ス ト15名

事業分野 I B1人r"]尊重 □2地域発展 □3環境保全 国4共同 奉仕 □5．その他

事業 目 的及び事業内容

「 ま あ いいかCafe」 と は、 認知症の 人が ホールス タ ッ フ を務め る 注文 を 間違えて も 、 誰 も

腹 を立て た り 、 不快に思 っ た り する こ と な く 、 そ の場に い る 皆が笑顔で楽 しい気分 になれ

る 、 と て も 素敵な レス ト ラ ンです。 認知症の方に 、 働 く こ と や人の役に 立つ こ と の喜びを 、

来店者に は 間違え る こ と を受容す る 寛容の心の大切 さ を 味わ っ て いただき ます。 京都南

ロ ー タ ー ア ク ト ク ラ ブ と の共同事業 と し て実施 しま した。

事業結果

ま あいいかlaboき ょ う と 様 と の共催で、 認

知症の方がホ ールス タ ッ フ を務 め る 「 ま あ

いいかCafe 」 を2回 に わた り 開催 し ま し た。

京都南 ロ ー タ ーア ク ト ク ラ ブ会員の協力 も

あ り 、 認知症の方が生き 生 き と 働かれ る 姿

や、 そ の様子 を温かいま な ざ し と 笑顔で見

守 る 来場者や支援ボ ラ ンテ ィ ア の皆様が生

み出す、 と て も 素敵な空間 と 時間 を楽 しむ

こ と がで き た事業で し た。

新聞 、TV等 での報道

な し

＼ ＾

事業予算 300,000 円

円

□ 地区補助金 □ グローバル補助金 E] クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他

- 1 9 -

事業執行額 上251,900
こ の事業の主な財源



2025-26年度 京都 モ ー ニ ン グ ロータリークラブ

報告者 役 ： 奉仕プ ロ ジ ェ ク ト 委員長

氏

職
一

名 ： 前 田 純一

担 当 委 員 会 名 ： 奉仕プ ロ ジ ェ ク ト 委員会

L
実施 日

実施場所

＝参加人数

就労支援所 た んぽぽハ ウ ス ヘの支援

2025年11 月27 日

た んぽぽハ ウ ス事務所

↑ 継続事業の場合 25 年

無 し

会 員

市民

4

0

名 →→ 会員参加率 11 %

名

その他 た んぽぷハ ウ ス 関係約1 0 名

1事業分野 1 回1人間尊重 回2地域発展 □3環境保全

事業目 的及び事業内容

□4． 共 同 奉仕 □ 5その他

長年継続 して支援 して い る就労支援所 ・ たんぽぽハ ウ スに対 して 、 今年度 も 内容を協議の上、

伊根方面にス タ ッ フ が小旅行する費用 の一部補助を行っ た。

事業結果

たんぽぽハ ウ スのス タ ッ フ が小旅行に 出かけ る事に よ り 、 ハ ウ ス 内の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン向

上 と と も に 、 明 日 か ら の作業への活力 向上への一助にな っ た と 確信する。

「

新聞 、TV等での報道

特に な し

事業予算 150,000

事：洲置の1主=00
（複数回答 可）

円

円

□ 地区補助金 □ グローパル補助金 国 クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他
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2025-26年度 京都紫野 ロータ リ ークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 幹事

： 浮 田 徹

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕

L
実施 日

実施場所

＝参加人数

時 を 経 た ラ ジオ塔 を未来へつ な ぐ事業

2025年10月19 日 他

京都市北区 船岡 山公園

↑ 継続事業の 場合 年

京都市 、 船岡 山 公園 オープンパー クFUNAGORA ラ ジオ体操 ク ラ ブ 紫野高校吹奏楽部

会員 35 名 →→ 会員参加率 83 %

市民 300 名

その他

1事業分野 1 百言間尊重 回2地域発展 □3環境保全

事業 目 的及び事業内容

□4 ． 共 同 奉仕 □ 5その他

京都市北区に あ る 史跡 「船岡 山公園」 の石造 り の ラ ジオ塔は、 ラ ジオ放送普及の た め全国 に設

置 さ れた も の のひ と つ であ り 、 昭和10年か ら 、 戦前、 戦後 と 時代を超 え多 く の情報 を地域住民

に伝えて き た。 ラ ジオ放送 と い う 主要な役割 を終えた後 も 、 地域の ラ ジオ体操ク ラ ブに よ っ て

毎朝の ラ ジオ放送が流 さ れる な どそれな り に利用 さ れて はいたが 、 傾 き 、 長年の垢を線い古ぼ
けた史跡の よ う な様相 と な っ て いた と こ ろであ る 。 こ こ で、2025年が ラ ジオ放送開始よ り100
年の記念すべき 年であ る こ と を き っ かけ と し て 再整備 し 、 地域の 交流や 日 常的 な活動の シンボ

ル と し て再生すべ く 行われた事業 であ る 。

ラ ジオ塔の傾き の修正 と 、 傍のベンチやモ ダ ンな意匠の欄干、 噴水周 り も 含 め全面的 に洗浄

を施 し 、 みち が え る 美 し さ を取 り 戻 し ま した。 去 る10月19 日 に は 、 市長 ほか地域の 皆 さ ま に ご

参加いただき 除幕式を行い ま し た。 地元紫野高校ブラ スバ ン ド部の演奏が華を添え て いただき

大変 良い式典 と する こ と ができ ま した。

京都紫野RCは、 ラ ジオ塔が末末ま で、 地域の活動の シ ンボル と な る こ と を願っ て います。

麗bi

E‘

事業結果

凪
囀

ラ ジオ塔の再生につい て は洗浄、 傾き の修正 な ど 、 完全に新 しい も の と す る の で はな く 、 そ

れな り に時代 を経た も の と い う 雰囲気を残 しつつ一新 さ れた。 除幕式典で若年世代の主催す

る船岡 山公園オープンパー ク や地元紫野高校の吹奏楽部の参加の も と 全員 で ラ ジオ体操を行

い 、 世代を超 えた交流の き っ かけ を作る こ と も でき た。

新聞 、TV等での報道

後 日 京都新聞 において記事 と し て 掲載 さ れた

事業予算 2,270,000

1事：洲己；の1主;~997
（複数回答 可）

円

円

匡］ 地区補助金 □ グローパル補助金 国 クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他
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2025-26年度 京都紫野 ロータ リ ークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 社会奉仕理事

： 福 田 幸治

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

L
実 施 日

実 施場所

＝参加人数

令和8 年第61 回京親協 はた ち を 祝 う つ ど い 協賛及 び ク ラ ブ員参加

2026年1 月12 日

京都テ ルサ

↑ 継続事業の 場合 44 年

京都市 、 京都障害児者親の会協議会

会 員 26 名 →→ 会 員参加率 62 %

市民 100 名

そ の他

1事業分野 1~□1 ． 人 間 尊 重 □2地域発展 □3環 境 保 全 ！コ4共 同 奉 仕 □5その 他

事業 目 的及び事業内容

障が い者の方々 の20歳を祝う 特別な機会 「第60回京親協はたち を祝うつどい 」 に奉仕すること によ

り 、 はたちを迎えられたご本人たちを祝い 、 ご家族 、 ご支援されている皆様が感謝を感 じられる場

を一緒につく る。 その事によリインクルー シブな社会 実現に貢献する。

事業 内 容

①お祝いの品 の用 意

②クラブ会長からのお祝いの品贈呈 、 祝辞

③クラブ員参加 によ り お祝いを し 、 お祝いの 品贈呈準備 、 贈呈サポー トを行う

事業結果

はた ち を迎 えた13名 （保護者等付添人25名 ） の お祝い を 多 く の参加者 と と も に行 っ た。

出席 で き な か っ た はた ち を 迎 え た方5名 と 合わせ18名 にお祝い記念 品 を贈呈 、 当 日 出席 さ

れた方 々 に は 、 ひ と り づつ手渡 し に て贈呈す る と と も に お祝い の言葉 を伝 え た。

主催者の京親協 はた ち を祝 う つ ど い実行委員会 か ら 「本人 が 温かい励 ま しや祝福 を受 け

る こ と に よ り 、 多 く の方 々 の見守 り や支 え が あ る こ と を認識 さ れ る と と も に 、 社会人 と し

て 新た な心構 え を持つ機会 と な っ た 」 と 事業成果報告頂い た 。

ア
国

r

-■
新聞 、TV等での報道

｀ ―
・ヽ.` •

事業予算 103,000 円

円

□ 地 区 補 助金 □ グロ ー パル補 助 金 匡l クラ ブ 資 金 □ クラ ブ 以 外 か らの 寄付□ その他
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2025-26年度 京都紫野 ロータ リ ークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 幹事

： 浮 田 徹

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕

L
実 施 日

実 施場所

＝参加人数

賀茂 曲 水宴の 支援

2026年4月12 日

賀茂別雷神社 渉渓園

賀茂別雷神社 、 賀茂 曲 水宴保存会

↑ 継続事業の 場合 33 年

会 員 10 名 →→ 会員参加率 23. 8 %

市民 300 名

その他

1事業分野 1~□1 ． 人間尊重 □2地域発展 □3環境保全 ！コ4共同奉仕 回5その他

事業 目 的及び事業内容

古来 中 国 か ら 渡 っ て き た と い う 貴族 の遊びが 由 来 と さ れて い る 。 賀茂別雷神社で も 古 く か

ら 行われて き た も の であ っ たが 、33年前に京都紫野 ロ ー タ リ ー ク ラ ブの支援な ど で復活 し 、

毎年継続 し て 開催 さ れて い る 文化的催 し であ る 。 雅楽の奏で られる 中 、 斎王代の 陪覧の も

と 当 代一流の歌人 に よ り 和歌が詠まれ、 冷泉家時雨亭文庫に よ り 披講 さ れ る 。 京都紫野

ロ ー タ リ ー ク ラ ブは 、 開催 のた め の ご奉仕 と 、 社会奉仕理事が奉行後 見 と し て参列 、 会員

は観覧席 よ り それを見届 け る も のであ る 。

事業結果

今年度は33回 目 の協力 と な り 、 晴天の も と 滞 り な く 催 さ れた。

一般の観覧は今年度 も 立 ち 見の 出 る ほ どであ っ た。

日 正

r し， 鵞

嘗．

9
亀 g

．． ． ．
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f99

＼
ー ー、
冬‘

新聞 、TV等での 報道 I
翌 日 の京都新聞 にて 内容が掲載 さ れた。

事業予算 100,000

事業執行額 I 100,000
この事業の主な財源

円

円

□ 地区補助金 □ グローパル補助金 匡］ クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他
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2025-26年度 京都中 ロータ リ ークラブ

報告者 役 職

氏 名 ： 濱吉美穂

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

事業名 認知症の人 と 家族の会主催 「 家族が学ぶ認知症の こ と 」 連続講座参加者への支援

実施 日
2025年8月5 日 、9月22 日 、10月7 日 、
11月10 日 、12月9 日 、1月19 日 、2月9 日
そ れぞれ 、13: 00-15: 00

↑ 継続事業の場合 年

所

体

数；
実

協

参

佛教大学二条 キ ャ ンパス

認知症の人 と 家族の会

会員 名 →→ 会員参加率 0. 03 %

市民 述べ140 名

その他

1事 業分野 1 百言間尊重 □2地域発展 □3環境保全

事業 目 的及び事業内容

□4共同奉仕 □5その他

2025年に は65歳以上人 口 の う ち5人に1人が認知症に な る と い う 推計値がでてお り 認知症は も は

や他人 ご と ではない。 いつ、 当 事者 と な る か分か ら ない認知症について 、 自 分 ご と 、 家族の こ

と と して捉え 、 認知症について の正 し い知識を知 る人 を増やす活動を京都中 ロ ー タ リ ー と し て

支援す る 事は と て も意義の あ る 事であ る 。 認知症の人 と 家族の会が主催す る連続講座に参加す

る 人達への支援をす る 事で、 我々 会員 も認知症に 関心 を持ち 、 認知症の人で も 安心 して暮 らせ

る 社会づ く り に貢献でき る と 考え る 。

具体的に は、 認知症の人 と 家族の会の会員 さ ん と 連続講座参加者への ド リ ン ク 提供支援を行 う

こ と で京都中 ロ ー タ リ ーが心を寄せて支援 し我々 ロ ー タ リ ア ンが認知症を理解 しサポー ト する

意思を伝え る 。

事 業結果

述べ140名 程度の参加者に 、 京都中 ロ ータ リ ー ク ラ ブの タ グをつけた ド リ ン ク 支援を行 う 事で、

京都 中 ロ ー タ リ ーが支援 してい る と い う 意思を伝え る事ができ た。 認知症の方を介護 さ れる

家族は 日 々 心身共に負担が大き いが 、 こ の よ う な会で学びあ い、 話を しあ う こ と で心理的負

担を軽減 さ せる こ と ができ る。 話 し合いの際に 、 提供 した ド リ ン ク が う れ しかっ た と お声を

沢山いた だいた。 ま た 、 ロ ータ リ ー ク ラ ブが こ れか ら も 支援 を して く だ さ る と い う 事への感

謝の思い も 沢 山伺 う 事ができ た。

新聞 、TV等での報道

な し

事 業 予 算 23,500

事菫霊：の1主;;2；
（複数回答 可）

円

円

□ 地区補助金 □ グローパル補助金 回 クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他

- 24 -



2025-26年度 京都西 ロータ リ ークラブ

報告者 役 職 ： 委員長

氏 名 ： 武 田 敏也

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

事業 名 「嵐山 プ ロ ギ ン グ」

実施 日 2025年11月30 日 ↑ 継続事業の場合 4 年

実施場所 嵐山 か ら 松尾大社間 の桂川河川敷

協 力 団体 一般社団 法 人 プ ロ ギ ン グジ ャ パ ン

参 加 人数 会員

市民

その他

30

25

20 名

名

名

→→ 会 員 参 加 率 31 ％

京都外国語大学 ・ 京都西 ロ ー タ ー ア ク ト ク ラ ブ

事業分野 □1人 間 尊 重 □2地域 発展 図3環 境 保全 □4共 同 奉仕 □5その他

事業 目 的及び事業内容

嵐山地域の 自 然環境保全を 目 的 と した清掃活動を 、 単な る ゴ ミ 拾いではな く 「プロ ギ ン グ」 と

い う 新 し いス タ イ ルで実施す る こ と に よ り 、 参加者の 健康増進 と コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンの促進

を図 り 、 地域住民や観光客に 環境保全への関心を高 め る機会 と する 。

ま た 、 京都西 ロ ー タ リ ー と 提唱 ロ ー タ ーア ク ト ク ラ ブ と の共同事業 と して連携を深め、 世代 を

超 えた相互理解を深め 、 次世代育成 と 地域貢献を 同時に進 め る 。

主催 ： 京都西 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ

共催 ： 京都外国語大学 ロ ー タ ーア ク ト ク ラ ブ、 京都西 ロ ータ ーア ク ト ク ラ ブ

事業結果
向

本活動は今年度で4年 目 の開催 と な る継続事業であ り 、
観光地域であ る嵐山 ～松尾大社周辺 において実施 した。

地域住民や若い世代 と の交流の場 と な り 、
京都西 ロ ータ リ ー ク ラ ブお よ び提唱 ロ ー タ ーア ク ト ク ラ ブの
認知 向上 と 連携強化が図 られた。

異な る世代が と も に汗を流すこ と で、
相互理解の促進、 次世代育成、 地域貢献が同時に実現する
機会 と な っ た。

当 日 は嵐山 「 中 の島公園」 において 、
待機メ ンバーでポ リ オ撲滅募金活動 を行 っ た。

（募金活動総額 58,547円 ）

新聞 、TV等での報道

当 日 の活動が2025年12月1 日 の京都新聞朝刊 に掲載 さ れた。

立 ，邸 奈庁
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事業予算 600,000 円

1事：農；：のL器；34
円

□ 地 区 補助金 □ グロ ー パル補助 金 コ クラブ資金 □ クラブ以外か らの寄付 ［コ その他
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2025-26年度 京都洛 中 ロータリークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 社会奉仕委員長

： 櫻井 啓孝

担 当 委 員 会 名 ： 奉仕プ ロ ジェ ク ト

事業名

実施日

実施場所

協力団体

参 加人 数

私が知 ら ない私に会い に行 こ う ～能登半島地震 『心の復興』 支援プ ロ ジェ ク ト ～

2025年10月25 日 （士） ～26 日 （ 日 ） 1 ↑ 継続事業の場合 1 年

龍谷大学 大宮 キ ャ ンパス 、 聞法会館

七尾RC、 鵬学園IAC （石川 県） 、 龍谷大学付属平安高等学校IAC 、
京都府立高校の教諭 ・ 生徒

会員 32 名 → → 会 員 参 加 率 43 %

市 民 , 37 名

その他IAC39名 、RACS名 合計116名

事業分野 1 国1 人 間1尊 重 □2地域 発 展 □3環 境保 全 □4共 同 奉仕 ．□5．その他

事業 目 的及び事業内容

能登半島地震で被災 した高校生 （鵬学園高校IAC ・ 提唱 ク ラ ブ七尾RC) を

京都市へ招待 し 、 京都の高校生 と 共に学び、 本事業プロ グ ラ ム を通 じ て 、

再び前を 向いて生き る 力 を取 り 戻すこ と （心の復興支援） 及び未来を担

う 高校生が将来に希望 と 自 信を持つ こ と を 目 的 と する 。

第1部 ： 植松努氏 講演会 「 ど う せ無理」 から 「 こ う してみた ら ？ 」 考え

る 自 己開発。

第2部 ： 自 分を知 り 、 社会 を知 り 、 自 立する 私の 『わ く わ く エ ンジン』 発

見プロ グ ラ ム

事業結果

被災地であ る 石川 県七尾市の鵬学園高校IAC生徒8名 を京都に招 き 、 龍谷

大学付属平安高校IAC、 京都府立 ・ 市立高校の在校生、 保護者、 教職員 、

当 ク ラ ブ会員等、 約100名 が参加 した。

初 日 は植松努氏に よ る 講演 「思 う は招 く 」 を 開催 し 、 夢に挑戦する 姿勢

の大切 さ を学び、 そ の後 、 「 わ く わ く エン ジン発見プロ グ ラ ム」 やモ

ルッ ク 大会を通 じ 、 世代 ・ 地域を超えた交流を深め ま した。

2 日 目 は避難所運営ゲーム(HUG) を実施 し 、 災害時の協力 と 判断力 の重

要性を体験的 に学びま した。 こ の事業を通 じて 、 高校生一人ひ と り が 自

分の これか ら を考え 、 夢や 目 標 に向 かっ て踏み出すき っ かけにな っ たの

ではないかと 思います。

足
暑

＂て：ノ

b=•一i· •ユ ．一 ー ，一

この｛

3,044,380

4,971

源

円

円

□ 地区補助金 □ グローバル補助金 E] クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他

血 ―---
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2025-26年 度 京都洛北

報告者 役 職

氏 名

： 委員長

： 杉 山 俊定

ロータ リ ークラブ

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

L
実 施 日

実 施場所

＝参加人数

京都学生祭典への協賛

2 0 2 5 年1 0 月2 日 （木）

ホ テ ルオー ク ラ 京都例会場

会 員

↑ 継続事業の 場合 4 年

64 名 →→ 会員参加率 92. 75 %

市民 2 名

そ の他

1事業分野 1~lコl ． 人間尊重 □2地域発展 □3環境保全 □4共同奉仕 回5その他

事業 目 的及び事業内容

2003年か ら 毎年10月 に平安神宮前 ・ 岡崎プ ロ ムナー ド一帯に て繰 り 広げ られ、 来場者数が

10万人 を超 え る京都市の文化の 中心地 岡崎地域で行われ る 一大イ ベ ン ト 。 京都市の人 口

の一割 を学生が 占 め る 学生の ま ち ・ 京都な ら では の 大学生だか ら で き る 、 学生プ ロ デ ュ ー

ス の お祭 り であ る 京都学生祭典に協賛金 を贈呈 した。

事業結果

2025年10月12 日 （ 日 ） 平安神宮前 岡崎プ ロ ム ナー ドー帯で開催 さ れ、 多 く の参加者 ・ 来場

者が あ っ た。

lT• 一 ・ ー―I■ --
・電i i ― .

戒 ．^
し ..... .

~■
新 聞 、TV等での 報道

事業予算 50,000 円

円

□ 地区補助金 □ グローパル補助金 匡］ クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他
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事業執行額 I 50,000
この事業の主な財源



2025-26年度 京都洛北 ロ ータ リ ークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 委員長

： 杉 山 俊 定

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

L
実 施 日

実 施場所

＝参 加 人数

社会福祉法人京都 い の ち の 電話へ寄付金贈 呈

2 0 2 6 年2 月2 6 日 （木）

ホ テ ル オー ク ラ 京都例会 場

↑ 継続事業の 場合 4 年

会 員 59 名 →→ 会 員参加率 86. 76 %

市 民

そ の他

1事業分野 1 百言間尊重 □2地域発展 □3環境保全

事業 目 的及び事業内容

5 名

□4． 共 同 奉仕 E] 5その他

「24 時間 眠 ら ぬダイ ヤル」 自 殺予防 を 目 的 と し て 生ま れた運動 を 、 年 中 無休 24 時

間 体制 で 、 年 間約18, 000件受 け て い る 相 談員 の一助 と な る べ く 、 資金ボ ラ ンテ ィ ア

と し て 寄付 を行 っ た。

事業結果

例会 に 、 京都 いの ち の電話の事務局長 に ご 出席 い た だ き 、 例会 出席者 に 「 い の ち の電話」

活動への話 を いた だ き 寄付 を行 っ た。

新 聞 、TV等での報道

事業予算 50,000

事業執行額 I 50,000
この事業の主な財源

円

円

□ 地区補助金 □ グローパル補助金 匡］ クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他
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2025-26年 度 京都洛北

報告者 役 職

氏 名

： 委員長

： 杉 山 俊 定

ロ ータ リ ークラブ

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

事 業 名 2 0 2 6 年 カ レ ン ダー 寄贈

実 施 日 2 0 2 5 年末 ～2 0 2 6 年始 I ↑ 継続事業 の 場合 5 年

実 施場所 ホ テ ル オー ク ラ 京都例会 場

協 力 団体

参 加 人数 会 員 名 →→ 会 員参加率 ％

市 民 名

そ の他

事 業分野 □1人 間 尊 重 □2地域 発展 □3環境保全 □4共同奉仕 己5その他

事業 目 的 及び事業内 容 I
介護老人施設 の 市原寮 に 入居 さ れて い る 高齢者 が 、 き れい な カ レ ン ダ ー と と も に2 0 2 6
年 を す ご し て い た だ け る よ う 、 会員 よ リ カ レ ン ダー の 寄贈 を い た だい た 。

事 業結果 I
市原寮 よ り 入居者 の カ レ ン ダー購入 の 経 済負 担 が な く な り 、 き れ い な 紙面 の カ レ ン ダー

で部屋 が 明 る ＜ な っ た と 御 礼 の 連絡 が あ っ た 。

新 聞 、TV等での 報道 I

事 業 予 算 50,000 円

事業執行額 50,000 円

この事業の 主な財源 I □ 地 区補助金 ［コ グロ ー パル補助 金 図 クラブ資金 ［コ クラブ以外 か らの寄付 ［コ その他
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2025-26年 度 京都洛北

報告者 役 職

氏 名

： 委員長

： 杉 山 俊定

ロータ リ ークラブ

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

L
実 施 日

実 施場所

＝参加人数

岡崎わ い わ い文化祭 に事業費贈呈

2026年1 月15 日

ホ テ ルオー ク ラ 京都例会場

会 員

↑ 継続事業の 場合 14 年

59 名 →→ 会員参加率 88. 06 %

市民 2 名

そ の他

1事業分野 1~lコl ． 人間尊重 □2地域発展 □3環境保全 □4共同奉仕 回5その他

事業 目 的及び事業内容

京都市の 岡崎学区 に は 、 動物園 、 美術館、 コ ンサー ト ホ ールの あ る 岡崎公園 、 平安神宮、

琵琶湖疎水 、 別荘 ・ 別邸群 と それに付随す る 庭園 が あ り 、 京都の文化施設が集 中 して い る 。

そ の よ う な地域の住民の方の歌や踊 り な ど の発表の場であ る 「岡崎わいわい文化祭」 に協

力 し 、 地域発展 に寄与。 ま た ロ ー タ リ ー ク ラ ブ会員の 出演や資金援助で、 ロ ー タ リ ー ク ラ

ブを よ り 身近な も の と し て 、 岡崎学区 の方に知 っ て いただ く 。

事業結果

岡崎わいわい文化祭に 関わ っ たすべて の参加者 ・ 来場者に 、 京都洛北 ロ ー タ リ ー ク ラ ブの
事が 周 知 で き た。

新 聞 、TV等での報道

』

口 ＂

事業予算 50,000 円

円

□ 地区補助金 □ グローパル補助金 匡］ クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他
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事業執行額 I 50,000
この事業の主な財源



2025-26年 度 京都洛北 ロータ リ ークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 委員長

： 杉 山 俊定

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

L
実 施 日

実 施場所

＝参加人数

公益財団 法人松ヶ 崎立生会へ援助金贈呈

2026年5月21 日

ホテルオー ク ラ 京都例会場

↑ 継続事業の場合 3 年

会員 64 名 →→ 会員参加率 95. 52 %

市民

そ の他

1事業分野 1 百言間尊重 □2地域発展 □3環境保全

事業 目 的及び事業内容

2 名

□4． 共 同 奉仕 E] 5その他

京都の夏の風物詩で、 伝統あ る 民俗行事であ る京都五山 の送 り 火の一つの 「妙法」 は、 創立時
のテ リ ト リ ーであ る松 ヶ 崎で行われて い る行事であ る 。
当 ク ラ ブのチ ャ ー タ ー メ ンバーであ っ た深見会員が住職をつ と め てお られたお寺は 、 松ケ崎妙
法送 り 火の起源 と して登場す る 涌泉寺であっ たの で、 1 9 7 4 年 よ り 、1 9 年間 、 「 ク ラ ブ名
入 リ タ オル」 を送 り 火催行前に贈呈 して いた。 長 ら く こ の様な縁は途絶え ていたが 、 創立時の
テ リ ト リ ーの松 ヶ 崎の伝統の一助 と な り 、 ご縁が復活でき れば と 考 え 、 贈呈をす る こ と と な っ
た。

事業結果

チ ャ ータ ーメ ンバーで、2代 目 会長であ っ た岩崎会員の ご子息が 当 ク ラ ブに入会 さ れ、 現在

公益財団法人松ヶ 崎立正会 （妙法送 り 火保存会） の理事長を務めてお られる 。

伝統あ る 妙法送 り 火の保存活動には数々 の問題があ り （例え ば、 送 り 火点火の ア カ マ ツ割 り

木の確保、 山 の整備な ど） 、 寄付金 を活用 して保存活動に努 めていた だけた。

新 聞 、TV等での報道

事業予算 50,000 円

円

□ 地区補助金 □ グローパル補助金 匡］ クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他
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2025-26年 度 京都洛北 ロ ータ リ ークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 幹事

： 杉 山 俊 定

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員長

L
実 施 日

実 施場所

＝参 加 人 数

こ ど も 写真 ワ ー ク シ ョ ッ プ （及 び 野 外 展示 ）

①2026年3月1 日 ， ②2026年4月28 日 ～5月6 日 1 ↑ 継続事業 の 場合

①賀 茂別 雷神社 （上賀 茂神社 ） ， ②京都府 立植物 園 内 半 木神 社境 内

年

会 員 38 名 →→ 会 員 参 加率 52 %

市 民 3307 名

そ の他

1事 業分野 1~lコl ． 人 間 尊 重 □2地域発展 □3環 境 保 全 □4共 同 奉仕 回5その他

事業 目 的 及 び 事 業 内 容

ユ ネ ス コ の 世界文化遺産 に 登録 さ れて い る 上賀茂神社 を 地元 と す る 子供達 に誇 り や教養 に つ な

が る ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 催 し 、 世界 を舞 台 に活動す る プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナル な 写真家 の 技術指導

を い た だ き な が ら 、 今 は利 用 者 が少 な く な っ て き て い る 一 眼 レ フ カ メ ラ で の撮影 で 、 携帯 カ メ

ラ で は得 ら れ な い 体験 を し て も ら い 子供達の ア ー ト ヘ の 関 心 を 引 き 出 す。

事 業結果

子 ど も た ち が 地域の 自 然や文化 に触れ な が ら 、 自 ら の感性 で 「 見 る 。 感 じ る 。 表現す る 」

二：：：：：レ：：の：~：：;:1::L:],t:考：tえ：］：~:：：イカ：：

新 聞 、TV等での 報道

京都新 聞 掲載

KBS京都 ニ ュ ー ス で報道

事 業 予 算 1,384,993

事業執行額 I 1,674,426
＿
源

円

円

匡］ 地 区 補 助 金 匡l グロ ー パル補 助 金 E] クラ ブ 資 金 □ クラ ブ 以 外 か らの寄付□ その他
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2025-26年度 京都洛南 ロ ータ リ ークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 委員長

： 北 山 隆

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

事 業 名

実施 日

実施場 所

協 力 団 体

参加 人数

『第2回京都洛 南 ロ ー タ リ ー カ ッ プ～ か る た 大会 』

2026年2月21 日 （ 土）9: 20~15 : 00

京都 市伏見 区総合庁舎4F大会議 室

↑ 継続事業 の 場合 2 年

会 員 20 名 →→ 会 員参加率 76. 92 %

市 民 210 名

その 他 小学生 、 留 学生 、 学生 ・ 地域ホ-, ラ ンテ ィ ア 、 ロ ータ リ ア ン 、 米 山 奨学生 、 か る た 大会 事務 局

1事 業分野 1 □1 人間 尊重 回2地域発展 □3環境保全

事業 目 的 及び事業 内 容

□4 ． 共 同 奉 仕 □5 ．その他

目 的 ： 地域の小学生 を対象 に 地元伏 見 区 の名 所 旧 跡 を も と に 作成 さ れ た 「伏 見 ～ る か る た 」 を

使用 し て 大会 を 開催 す る 。 小学生 か ら 大人 の 方 ま で ど な た に も伏 見 区 の名 所 旧 跡 を 知 っ て

も ら う こ と に よ り 、 歴史 の深 い 町 、 伏 見 に対す る 愛着 を 育 ん で頂 き ま す。

事業 内 容 ： 伏 見 の名 所 ・ 旧 跡 が描かれた か る た を 使 っ て 、 か る た を1枚で も 多 く と っ た 人 が 勝 ち に

な り ま す。2名 づつ対戦 、10枚 取 っ た ら 、 組み合 え を し て10回繰 り 返 し 、100点満点 で競 い

ま す。 ま た5回繰 り 返 し た ら 、 か る た を 並 び替 え て 再度対戦 を す る 。 飽 き な い よ う に 工夫

し て い る 。 団 体戦 と 個 人戦 が あ る 。 準決勝～ 決勝 ま で行 う 。 大判 か る た も 別途行 っ て い る 。

事 業結 果

今 回 は2回 目 の 開催 で あ る が 、 昨年 よ り も 多 く126名 も の参加 が あ っ た 。 決勝 ま で は お 昼 ご飯 を挟 ん
で長 時間 に及 ん だ。 大会 は大盛況 で あ り 、 大成功 で し た。 小 学生低学年 か ら 学校や家庭以 外 の 場 に
参加 す る 事で マ ナーや協調性 も 育 ん で い た だ け た か と 思 い ま す。 ま た 地域住 民 の方 に は ロ ー タ リ ー
の 活動 を認知 し て も ら う こ と で 将来 の ロ ー タ リ ア ン を 育成 で き る 糧 に な っ た の で は な い か と 思 い ま
す。 学生や地域 の ボ ラ ン テ ィ ア の 方 に も 楽 し んで参加 頂 き 、 地域住 民 と の 交流 の場 と し て 提供出 来
た 事嬉 し く 思 い ま す。

●

遍 直

ヽ I 11:i

骨

」
、

＾
1新聞、TV等での 報道 I

NHK京都放送局 か ら 小 学2年生 の少女 に密 着 取材 を し て 頂 き ま し た が 、 そ の子 が た ま た ま 決勝 ま で残 っ

て し ま っ た為 、 本来 は も っ と ロ ー タ リ ー 活動 も 取材頂 く と こ ろ が 、 時 間 的 に我 々 は殆 ど テ レ ビ に は 映

ら な く な っ て し ま い残 念 で は あ り ま し た。2月25 日 のNHK京都放送局 の6時 の ニ ュ ー ス に放映 さ れ た 。

事 業 予 算 864,840 円

880,554 円

□ 地 区 補 助 金 □ グロ ー バル補 助 金 E] クラ ブ 資 金 □ クラブ 以 外 か らの寄付□ その他
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2025-26年度 京都洛西 ロータ リ ークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 理事 社会奉仕委員長

： 大島 嘉人

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

L
実施 日

実施場所

＝参加人数

小倉 山 特別地区 ・ 竹穂垣補修改善事業

2025年9月20 日 1 ↑ 継続事業の場合

嵐山 （ 小倉 山 景観保全地区） 竹の小径

京都洛西RAC 、 嵯峨中 学校 、 右京 区役所、 大河内 山 荘

27 年

会員

市民

20 名 →→ 会 員参加率 40 %

名

その他 京都洛西RAC5名 、 嵯峨 中 学校教員生徒10名 、 右京区役所職員2名 、 会員家族2名

1事業分野 1 lコ1人間 尊重 回2地域発展 □3環境保全 ！コ4共 同 奉仕 □5その他

事業 目 的及び事業内容

右京 区嵯峨野の竹林の風景は世界に誇れる すば ら しい資産であ り 、 その景色を護 る活動 と し

て 、 ま た竹林を護 る事に よ り 生 じ る であ ろ う 様々 な効果 （竹藪の治安維持や ロ ー タ リ ー ク ラ ブ

の公共イ メ ー ジの 向上、 ク ラ ブ会員 同士の親睦な ど） も期待 し 、 ク ラ ブ会員 と 協力団体が力 を

あわせ、 毎年竹穂垣の補修改善作業や竹林内の倒竹、 枯竹の清掃を実施 してい ます。

事業結果

今年は嵯峨中学校のバ レーボール部の生徒 さ んや顧間の教員に ご協力 をいただき ま した。

午前9時に集合 して作業を始めま したが 、 既に多 く の外国人観光客が訪れてお り 、 事故が起 こ

ら ない よ う に注意 しなが ら竹穂垣の補修改善を行いま した。 古い竹穂を奥に押 しや り 手前に

出来た空間に新 し い竹穂を足 して い き ま す。 古い竹穂はいずれ朽ち果て竹藪に還 り ます。

そ の よ う な 自 然の循環 を利用 した知恵に関心 し なが ら作業を行い ま した。

参加いた だいた皆 さ んは熱心に作業 を さ れてお り 、 奉仕事業への思いが伝わっ て き ま した。

作業後は大河内 山 荘 さ ま の ご厚意で 、 庭園の見学 と お茶 を頂戴 し 、 参加者の皆様は達成感に

浸 り なが ら疲れを癒 し ま した。

新聞 、TV等での報道

9 月2 2 日 の京都新聞朝刊 （京都市地域） に

記事が掲載 さ れま した。
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事業予算 290,000

この（

円

円

□ 地 区 補 助 金 □ グロ ー パル補 助 金 □ クラ ブ 資 金 □ クラ ブ 以 外 か らの 寄付□ その他
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2025-26年度 京都洛東 ロータ リ ークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 理事

： 吉 田 直史

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

事業名
あ り が と う ロ ー タ リ ー未来へすべて に感謝

~SDG s を ス ポー ツ を通 し て 学び 、 衛生 を保つ地域の 地産地笑 ～

↑ 継続事業の場合 年

所

体

数ぎ
実

協

参

2025年10月19 日 （ 日 ）

MKボ ウ ル上賀茂 、 賀茂川 上流周 辺

ウ イ レール フ ッ ト ボール ク ラ ブ 、 鴨川 を美 し く す る 会 、 平安養 育院 、 放課後 ク ラ ブ251他

会 員 10 名 →→ 会 員参加率 ％

市民 50 名

その他

1事業分野 1 百言間 尊 重 □2地域発展 □3環境保全

事業 目 的及び事業内容

□4共 同 奉仕 □5その他

賀茂川上流周辺 を清掃 し な が ら歩 き 水域環境を学習 した後 、 ス ポー ツ を通 じ て コ ミ ュ ニ

ケー シ ョ ンの大切 さ 、BBQで食育を学び。 日 本の未来 を担 う 子供達へ 自 然豊かで美 し い京

都 を守 っ て 貰 う 事の大切 さ を学んで も ら い同時に笑顔に な っ て も ら う 事業。

事業結果

参加者すべて が真剣な ま な ざ しで学びコ ミ ュ ニケー シ ョ ンス ポー ツ では清 々 し い汗 をかき

BBQで食 を ま な んだ笑顔が共有で き る 事業で し た。 今年度会長テーマの ご と く 【 あ り が と

う ロ ー タ リ ー 】 で した。

事業予算 735,190

事菫霊：の1主；~03
（複数回答 可）

円

円

回 地区補助金 □ グローパル補助金 □ クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他
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2025-26年 度 京都さく ら ロ ータ リ ークラブ

報告者 役

氏

職
一

名

： 幹事

： 中 西 良 和

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

事 業 名 嵐 山 国 有林 除伐活 動

実 施 日 2025年10月18 日 I ↑ 継続事業 の 場合 3 年

実 施場所 嵐 山 国 有林

協 力 団体 京都市産業観光局 森林振興林業振興課

参 加 人 数 会 員 14 名 →→ 会 員 参 加率 39 ％

市 民 0 名

そ の他 会 員家族 （2 名 ）

1事 業分野 1 lコ1人間 尊重 □2地域発展 回3環境保全 ！コ4共 同 奉仕 □5その他

事業 目 的 及 び 事 業 内 容

国 有林 を健全 な未来 に 引 き 継 ぐ為 の森林整備 、 地域の 環境保全 を 目 的 と し て 実施 い た し ま し た。

事 前 の 打 ち合 わせ に よ り 対象場所 を 決定 し 、 当 日 は あ ら か じ め テ ー プで 目 印 が さ れ て い な い樹

木 を刈 り 取 る 作業 を し ま し た。

傾斜地 な ど危険 を 伴 う 場所 も あ り ま し た が 参加会員 で約2時 間 の 作業 を 実施 し 、 終 了 の ち に は

綺麗 に整備 さ れた 風景 を み て 達成感 を感 じ ま し た 。

こコ----9ク ー`1イi
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移し

事 業 予 算 30,000

1事業執行額 I 30,000
この事業の 主な財源

円

円

□ 地 区 補 助金 □ グロ ー パル補 助 金 匡l クラ ブ 資 金 □ クラ ブ 以 外 か らの 寄付□ その他
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2025-26年 度 京都さく ら ロータ リ ークラブ

報告者 役

氏

職
一

名

： 幹事

： 中 西 良和

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

L
実 施 日

実 施場所

＝参加人数

子供達 と 楽 しむ演奏会 ＆楽器演奏体験

2026年5月10 日

ANA ク ラ ウ ンプ ラ ザホ テ ル京都

↑ 継続事業の 場合 年

京都市子 ど も 若者 は ぐ く み局子 ど も 若者未来部

会 員 33 名 →→ 会員参加率 94 %

市民 179 名

そ の他 会員家族 ・ 事務局 ・ 米 山 奨学生 （1 名 ） ・ 京都市職員 （1 名 ）

1事業分野 1 lコ1人間 尊重 回2地域発展 □3環境保全 ！コ4共 同 奉仕 回5その他

事業 目 的 及び事業内容

プロ 音楽家によるオペラコンサー トの鑑賞 して頂き 生の音楽に触れて頂きます。 また弦楽器体験

では弦楽 四重奏をお聞きいただいた後 、 プロの音楽演奏家立ち合 いの 下バイオリ ン等楽器に触

れた演奏体験をして頂きました。

音楽鑑賞や楽器演奏体験をしていただくことで興味を持っていただくことと 、 楽器演奏を通 じて楽

しさや難しさを身近に感 じて いただき新たなる可能性の入り 口 になることを 目 標 に企画しました。

事業結果

演奏会 は親御さん 、 お子さんで179名 の参加 、 楽器体験のお子様は3歳から18歳までを対象 に定

員 い っ ぱいの60名 が参加

一巳1-

1 新 聞 、TV等での 報道 I

事業予算 892,370 円

円

匡］ 地区補助金 □ グローパル補助金 匡］ クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他
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2025-26年 度 京都西北 ロ ータ リ ークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 奉仕プ ロ ジ ェ ク ト 委員長

： 小藤 田 峻

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕

L
実施 日

実施場所

＝参加人数

管弦 と 舞楽～ よ う こ そ深遠な雅楽の世界へ 新た な魅力 発見のひ と 時を ご一緒に～

2025年11月29 日 1 ↑ 継続事業の場合 年

ホ テ ル オー ク ラ 京都

会 員 13 名 →→ 会員参加率 50. 09 %

市 民 76 名

その他

1事業分野 1 百言間尊重 回2地域発展 □3環 境 保 全

事業 目 的及び事業内容

□4． 共 同 奉仕 □ 5その他

本事業は 、 日 本の伝統文化であ る雅楽の魅力 を地域社会に伝 え 、 次世代への文化継承の き っ か

け をつ く る こ と を 目 的 と して実施 し ま した。

当 日 は、 弥栄会に よ る 雅楽の演奏お よ び舞楽 を行い、 あわせて雅楽の歴史 、 楽器、 装束につい

ての紹介や体験の時間 を設けた。 来場者が鑑賞する だけでな く 、 雅楽を身近に感 じ られる 内容
と した こ と で、 伝統文化への理解 と 関心を深め る機会 と な り ま した。

事業結果

本事業に は83名 の方に ご参加いただき 、69名 の方か ら ア ンケー ト 回答 をいただき ま した。

雅楽を初 めて鑑賞 さ れた方 も20名 お られ、 普段なかな か触れる機会の少ない雅楽を身近に感

じていた だ く 機会 と な り ま した。 ま た 、 全体評価では 「 と て も よ かっ た」 が53名 、 「 よ かっ

た」 が13名 と な り 、 参加者の皆 さ ま か ら 高い評価を いただ く こ と がで き ま した。 今回の事業

を通 じて 、 雅楽の魅力 を伝え る と と も に 、 日 本の伝統文化への関心を深めて いただ く 有意義

な機会 と な り ま した。
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1新聞 、TV等での報道 1

事業予算 892,700

この（

円

円

国 地 区 補 助金 □ グロ ー パル補 助 金 E] クラ ブ 資 金 □ クラ ブ 以 外 か らの寄付□ その他
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2025-26年 度 京都西北 ロ ータ リ ークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 奉仕プ ロ ジ ェ ク ト 委員長

： 小藤 田 峻

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕

L
実 施 日

実 施場所

＝参 加 人 数

嵐峡 の 清流 を 守 る 会 河川 清掃活動 及 び 大堰川 幼魚放流

2025年9月7 日 2025年11月12 日 1 ↑ 継続事業 の 場合

渡月 橋 上 ・ 下流一 帯 の 大堰川 、 桂川 沿 い

京都西南RC· 桂川RC ・ 嵯峨野RC 、 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 、 銀行 、 近 隣 幼稚 園 、 嵐 山 保勝会 他

38 年

会員 4 名 →→ 会員参加率 9. 09 %

市民

そ の他

1事 業分野 1~lコl ． 人間尊重 回2地域発展 回3環境保全 ！ 己4共 同 奉仕 □5その他

事業 目 的 及 び 事 業 内 容

名

本 事業 は 、 長 年 に わ た り 地域で親 し ま れて い る 渡 月 橋 上流一帯 の 大堰川 ・ 桂川 の 清流 を 守 り 、

自 然環境の保全 と 地域美化へ の 意識 を 高 め る こ と を 目 的 と し て 実施 し ま し た。

当 日 は 、 大堰川 ・ 桂川 沿 い の 清掃活動 を 行い ま し た。 ま た 、 地域 の 自 然環境 を 守 る 取 り 組み と

し て 、 魚 の放流 も 実施 し 、 子 ど も た ちや地域の方 々 に 環境保全の 大切 さ を 感 じ て い た だ く 機会

と な り ま し た 。

事 業結果

本事業 で は 、 渡 月 橋上 流一 帯の 大堰川 ・ 桂川 沿 い に お い て 清掃活動 を 行い 、 河川 周 辺 の美化

に貢献す る こ と が で き ま し た。

ま た 、 魚 の放流 を 通 じ て 、 地域の子 ど も た ち や参加者 に 自 然環境へ の 関 心 を持 っ て い た だ く

機会 と な り ま し た 。 複数 の 団体 が 協力 し て 取 り 組む こ と で 、 地域全体 で清流 を 守 る 意識 を 共

有す る こ と が で き 、 事業 と し て の 意義 を 改 め て確認す る こ と が で き ま し た 。
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1新 聞 、TV等での 報道 I

フロ

事 業 予 算 20,000

この（

円

円

□ 地 区 補 助 金 □ グロ ー パル補 助 金 □ クラ ブ 資 金 □ クラ ブ 以 外 か らの寄付□ その他
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2025-26年度 京都西北 ロータ リ ークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 奉仕プ ロ ジ ェ ク ト 委員長

： 小藤 田 峻

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕

L
実施 日

実施場所

＝参加人数

京都西北 ロ ー タ リ ー文庫寄贈

2026年3月11 日

京都市立嵯峨小学校

↑ 継続事業の場合 16 年

会 員 2 名 →→ 会員参加率 9. 09 %

市民

その他

1事業分野 1~□1 ． 人間尊重 回2地域発展 □3環境保全 ！コ4共同奉仕 □5その他

事業 目 的及び事業内容

名

本事業は 、 地域の子 ど も た ちの読書環境を充実 さ せ、 豊かな心を育む一助 と な る こ と を 目 的 と

して実施 し ま した。

京都市立嵯峨小学校へ文庫を寄贈 し 、 児童が多 く の本に親 しみ、 学びや想像力 を広げる機会づ

く り を行いま した。 継続事業 と して16年に わた り 実施 してお り 、 地域の学校教育を支援する 取
り 組み と して行い ま した。

事業結果

京都市立嵯峨小学校へ文庫を寄贈 し、 児童の読書活動や

学習環境の充実に貢献す る こ と が で き ま した。 長年継続

してい る 事業 と して 、 学校 と のつ なが り を深め る と と も に 、 i.iiii

子 ど も た ち が本に親 しむき っ かけづ く り と な り ま した。

今後 も地域の子 ど も た ち の成長 を支 え る 活動 と して 、

意義 を確認す る事業 と な り ま した 。

一I-

事業予算 50,000

事業執行額 I 50,000
この事業の主な財源

円

円

□ 地区補助金 □ グローパル補助金 匡］ クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他
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2025-26年度 京都西北 ロータリークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 奉仕プ ロ ジ ェ ク ト 委員長

： 小藤 田 峻

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕

L
実施 日

実施場所

＝参加人数

右京ジ ュ ニア消防団への寄贈

2026年2月19 日

ANA ク ラ ウ ンプラ ザホ テル京都

↑ 継続事業の場合 年

京都市右京消 防署

会員 13 名 →→ 会員参加率 59. 09 %

市民 76 名

その他

1事業分野 1 百言間尊重 回2地域発展 □3環境保全

事業 目 的及び事業内容

□4． 共 同 奉仕 □ 5その他

本事業は 、 地域の防災意識の向上 と 、 次世代 を担 う 子 ど も たちの健全な育成を支援する こ と を

目 的 と して実施 し ま した。

京都市右京消防署 と 連携 し 、 右京ジ ュ ニ ア 消防団 の活動を支援する た めの寄贈を行いま した。

子 ど も た ちが防災や消防活動への理解を深め 、 地域社会の安全を守る 意識を育むき っ かけ と な
る よ う 取 り 組みま した。

事業結果

右京 ジ ュ ニ ア 消防団への寄贈を通 じて 、 子 ど も た ち の防災活動や学習機会の充実に貢献す る

こ と ができ ま した。

ま た 、 京都市右京消防署 と の連携に よ り 、 地域防災 を支 え る 取 り 組み と して実施す る こ と が

で き 、 子 ど も た ちの成長支援 と 地域社会の安全意識向上につなが る事業 と な り ま した。

b’ 吾一コ

騒 隔 囮町‘

mm―1、富

』

こ
1新聞 、TV等での報道 I

事業予算 50,000

事：潤：：の1主;;;o
（複数回答 可）

円

円

□ 地区補助金 □ グローパル補助金 匡］ クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他
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2025-26年度 京都西南 ロータリークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 社会奉仕委員長

： 小原 弘也

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員長

L
実施 日

実施場所

＝参加人数

第13回嵐山 こ ど も 相撲大会

2025年10月4 日 （士） 実施予 定 雨天 の為 、 中止1 ↑ 継続事業の 場合

例年 、 嵐山 中 之島公園 で開催

京都府 、 京都市 、 京都市教育委員会 、 嵐 山保勝会 、 京都相撲連盟 、 京都市立鳴滝総合支援
学校

13 年

会 員 49 名 →→ 会員参加率 100 %

市民

その他

1事業分野 1 百言間尊重 回2地域発展 □3環境保全

事業 目 的 及び事業内容

名

□4． 共 同 奉仕 □ 5その他

日 本の伝統文化であ る 相撲を通 して 、 子供た ち の育成に寄与す る こ と と 地元嵐山 の観光に も 寄

与す る 。

事業結果

第13回嵐山 こ ど も相撲大会は、 雨天の為 、 中止 と な り ま した。

゜●山中之島公■ 特識会場 ． ．．．．．
製＝＋毎14卜4N9.:.1.,II ヽゞ 嚢‘
........................................

… 雷デ‘二 示：＃輩．’■．ご•一＿．

新聞 、TV等での報道

事業予算 1,091,174

事業執行額 I 1,091,174
この事業の主な財源

円

円

□ 地区補助金 □ グローパル補助金 匡］ クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他
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2025-26年度 京都紫竹

報告者 役 職

氏 名

： 理事

： 中 村 篤人

ロータ リ ークラブ

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

事業名 障害者ス ポー ツ が繋 ぐ 共生の 未来

実施 日 2025年11月7 日 1 ↑ 継続事業の場合 年

実施場所 京都市立紫竹小学校 体育館

協 力 団体 京都市障害者ス ポー ツ セ ン タ ー

参加人数 会員 15 名 →→ 会員参加率 75 ％

市民 35 名

その他 京都市北区社会福祉協議会

1事業分野 I 口1人間 尊重 □2地域発展 □3環境保全

事業 目 的及び事業内容

小学校の総合学習 （共生授業） の一環 と して 、 パ ラ ア ス リ ー ト の指導の も と 一緒に車椅子バス
ケ を体験す る こ と で 、 共に助け合い、 理解 し合 う 大切 さ を学びま す。 パ ラ ア ス リ ー ト と の交流、
講演を通 じて障害を持つ人 と の心のバ リ ア を取 り 除 く 体験を通 じて 、 未来の共生社会の担い手
と して成長す る き っ かけ を与 えま す。 こ の取 り 組みが 、 教育を超 えて 、 地域全体へ と 広が る こ
と を 目 指 し ます

事業結果

紫竹小学校の小学5 年生、 約40名 の生徒 、 ま た職業体験授業に き て いた加茂川 中 学校の生徒
に も 参加 して も ら い 、 まずは当 ク ラ ブ会長 よ り こ の事業の趣旨 、 次いで車椅子やパ ラ ア ス リ ー
ト の手配をお願い した京都市障害者ス ポー ツセ ンタ ーの担当者か ら 市内お け る 障害者ス ポー ツ

の現状な どを説明 して も ら いま した。
そ の後 、 講師のパ ラ ア ス リ ー ト か ら 車椅子の乗 り 方やボールを使っ た練習 な どの レ ク チ ャ ー を
受け 、 チーム に分かれて車椅子バス ケ ッ ト ボールの ゲー ム をパ ラ ア ス リ ー ト の助け を借 り なが
ら行いま した。
ゲー ム後 は グループに分かれて 、 各パラ ア ス リ ー ト の体験談や質疑応答な どを行っ て も ら いま
した。
当事業は 、 小学校での共生授業の一環 と して 、 障害者だけでな く 様々 な環境や立場にい る 人た
ち と ど う 接 した ら よ いか、 社会 と して ど う 考 えて い く べ き かな ど を学ぶいいき っ かけ と な っ た
と 考 えま す。
当事業では 、 協力 いただいた障害者ス ポー ツ セ ンタ ー様にバス ケ ッ ト 用 の車椅子を1 台寄贈 し 、
市内の障害者ス ポーツ の振興に役立てて も ら っ て います。
ま た後 日 例会 に障害者ス ポーツセ ン タ ー様の ご担当者に卓話いただき 、 障碍者ス ポーツ セ ン
タ ーの活動や取 り 組みについての理解を会員で深め る こ と が で き ま した。

~~ nコ

円

□ 地 区 補 助金 □ グロ ー パル補 助 金 □ クラ ブ 資 金 □ クラ ブ 以 外 か らの寄付□ その他
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2025-26年度 京都朱雀 ロータリークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 社会奉仕委員長

： 宇野明香

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

事業名

実施 日

実施場所

協 力 団体

参加人数

子 ど も か ら 高齢者ま で ごち ゃ まぜが実現す る 持続可能な ま ちづ く り （ シ ンポ ジ ウ ム ）

2025.ll.6 1 ↑ 継続事業の場合 1 年

キ ャ ンパス プラ ザ京都

NPO法人抱撲、 京都市YS協会 、 京都市南区役所 、 唐橋 自 治連合会

会員 30 名 →→ 会員 参加 率 75 %

市 民 78 名

その他

事業分野 1 □1 ． 人 門尊 重 回2地域発展 □3環境保全 □4共 同 奉仕 □5．その他

事業 目 的及び事業内容

NPO法人抱撲の き ぼ う のま ちプ ロ ジェ ク ト を参考に 、 京

都市内 に多様性にあふれる 地域 。 ごち ゃ ま ぜな居場所

づ く り を行 う 。 点在 して い る社会福祉事業支援拠点 を

結び、 当事者や当事者を取 り 巻 く 支援者も含め多様な

人々 が主役 と なれる イ ベン ト やツールの導入を企画 し

地域を あ げたネ ッ ト ワ ー ク をつ く る 。 こ の企画を発端

と し 、 今年度銭湯の壁絵プロ ジェ ク ト につな げ、 さ ら

に次年度に はヤ ギの飼育に を実施予定。3年計画を予定。

I ● 、ヽ ． 、 疇
、、 ： ．｀ ｀ ｀・;: . 、9,r' ｀な― 巧 ’ ．墳『 ヽ

● ‘ ヽ ―`・■, ; 、9 :..
•- ヶ

`' A
9

‘、L

9、
事業結果

キ ャ ンパス プラ ザ京都にてNPO法人抱撲の理

事長奥 田氏 をお招 き し 、 地域共生の価値を

学び社会に発信、 還元す る こ と を 目 的に シ

ンポジ ウ ム を開催。 京都市の後援を取得 し、

南区の 区長や、 一般の方、 障がい者施設運

営者、 行政関係者な ど多岐に わた る 属性の

参加者を集め 、 多数の参加者 （1 1 0 名 ）

が集い 、 共生社会の実現に 向 けた学びを深

め る こ と が でき ま し た。

` ―

r)'(\.こ、継や
ミ＿ ー 、 ． ‘

田

事業予算 446,960

事業執行額 I 329,460
この事業の主な財源

円

円

回 地 区補助 金 ［コ グローバル補助金 □ クラブ資 金 □ クラブ以外か らの寄付 ［コ その他
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2025-26年度 京都朱雀 ロータリークラブ

報告者 役 職 ： 社会奉仕委員長

氏 名 ： 宇野明 香

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

事業名 子 ど も か ら高齢者ま で ご ち ゃ ま ぜが実現す る 持続可能 な ま ちづ く り （銭湯の壁絵プ ロ ジ ェ ク ト ）

実施 日 2026.5.2~5.3 ↑ 継続事業 の場合 年

実施場所 ま ち の銭湯 「 洛陽湯」

協 力 団 体 洛 陽湯

参加人 数 会 員 21

39

名

名

→→ 会員参加率 49 ％

市民

その他

事業分野 □1人 間尊 重 国2地域発展 ［コ3環境保全 □4共同 奉仕 □5その他

事業 目 的及び事業内容

障害の有無や子 ど も 、 高齢者を 問わず、 多様な人 々

が 自 然に 交流でき る 地域を 目 指 し 、 地域の 人た ち と

と も に 、 ごち ゃ ま ぜの社会 を 目 指す交流拠点の象徴

と し て 、 洛陽湯の看板を制作す る。 さ ら に、1年間 の掲

示を見据え て のれんのデザイ ン も行い 、 今回の取組を長

期 的 に発信する 「 ごちゃ ま ぜな 地域」 を表現 した壁絵

（看板） を作成する 。

言 ロ•ll▼ ― ―I

事業結果 m

外で開催するイベントであったことから 当 日 の天気に

左右される一面もあったが、 なんとか無事に2 日 間 開

催することができた。 一般の参加者の方 々 がとても積

極的 に参加 してくださ り 、 また京都新聞 にも取材いた

だいたこと によって、 京都朱雀RCの主催イベントであ

ることが紙面で紹介され、2 日 目 の飛び入り参加もあっ

た。 完成した看板は銭湯の運営者の方や近隣のかた

からもおおむね好評であり 、 ごちゃまぜな社会を表現

できる壁絵に仕上がったと思う。 のれんのデザインに

もチャレンジ し、 毎年書き換えてほしいなどと いった要

望も直接聞 けた
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新聞、TV等での報道

京都新聞 に よ る 取材。

5/3朝刊 に掲載。
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355,000 円

事：“:：の1主~00
可）

円

回 地 区 補助 金 □ グ ロ ー バル補助金 国 クラ ブ資 金 □ クラブ 以外 か らの寄付 ［コ その他
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2025-26年度 京都 田 辺 ロータリークラブ

報告者

体験事業を

役 職 ： 社会奉仕担当

氏 名 ： 石 田 光輔

担 当 委 員 会 名 ： 奉仕プ ロ ジ ェ ク ト

事業名 「砂場遊び」 体験事業

実施 日 2026年8月28 日 ↑ 継続事業の場合 年

実施場所 京田辺市タ ナ ク ロ

協 力 団体 京 田辺市教育委員会

参加人数 会員

市民

その他

8

20

名

名

→→ 会員参加率 57 ％

15

事業分野 □1人 間 尊 重 □2地域 発展 □3環境保全 □4共同奉仕 □ 5その 他

事業目 的及び事業内容

今年度 も 青少年を守 り 育て 、 地域社会に奉仕する こ と を 目 標 と し活動 した。 今年度は砂場遊び

体験事業を企画 し 、 幼児の非認知機能の育成を 目 指 した。 実際の活動 と して 、 田辺 ク ロ スパー

ク の砂場に防暑用 テ ン ト を寄贈、 設置する こ と と 、 大学の砂場遊びの権威に幼稚園児な ら びに

幼稚園教諭に砂場遊びを指導 して も ら う こ と を二本柱 と して計画を進めた。 実施 日 は次年度5
月 の予定だっ たが 、 今年度の猛暑が予想 さ れたた め、 子供たちの健康 と 安全を考慮 して防暑用

テ ン ト と ベンチの設置を先行 した。 研修は次年度にお こ な う 予定。

事業結果

設置 したテ ン ト 、 ベンチは 、 猛暑か ら来場者の身を守 る の に役立 つ て い る 。 後半の研修の成果は次
年度に評価す る 。

｀＇
量控 〇 ・こ＿～’

言 宕 襄界 魯 方 令

｀ ざ 樫： ぷli! 翌 砥
上8 臭 位り も鼈 喝 〗 謝

督： 点 il f球濤 § 多 状
迂，5 9

字＇ ：§ ’こ g凸 ＇姜 ォ足

・4轟心 衡鋼苗蓄掛立転

洛タ イ 新報 （8/29掲載） 京都新聞 （9/4掲載） 2029零 '"'""' .月29n （ 會纏B)■91938● 洛 タ イ 新 報 ぃ諷賊詢 （ぽ ● 出町ヵ ，

i!!il!i クザク 回 砂場 に 防暑 セ ッ ト を!9ii:i↓ 京都田辺ロ ータ リ ーク ラブ ＿ 1

事業予算 60万 円

事：潤U：の1主；7;源
（複数 回答 可 ）

円

□ 地区補助金 □ グローパル補助金 E] クラブ資金 ［コ クラブ以外からの寄付 ［コ その他
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2025-26年度 京都 山城 ロータ リ ークラブ

報告者 役 職 ： ク ラ ブ奉仕

氏 名 ： 脇 田 武勝

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

事 業 名 外 国 人 技能 実習 生支援 プ ロ ジ ェ ク ト

実 施 日 2025年11月26 日 （水） ↑ 継続事業 の 場合 年

実 施場所 京都府 立 け い は ん な ホ ー ル

協 力 団体

参 加 人数 会員

市 民

そ の他

10 名

名

→→ 会員参加率 90 ％

ミ ャ ン マ ー か ら の 技能実習 生 ・ 各 施設 の 職員

事 業分野 □1人 間 尊 重 回2地域 発展 □3環 境保全 □4共 同 奉仕 □ 5その他

事業 目 的 及び事業内 容

ミ ャ ン マ ー か ら の 技能 実習 生 と の 交流 ・ 交歓 招 待者 と 実習 生 の 橋 渡 し

事 業結果

実習 生 と の 交流 ・ 懇談 を 通 じ 、 相 互 の理解 を深 め ら れた 。

ロ ー タ リ ー ク ラ ブが取 り 組む こ と で、 国際交流が達成 さ れた。
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新聞 、TV等での 報道

京都新聞 ・ 産経新聞 に掲載 さ れた。

＇

9…3
,
9"
j.
』
'
r、

20

月
-
E[
“

・
撃
R
C

苦
し
む
出
身
国
に
心
寄
せ

■●
し

9
`
:
H

ご
さ
い＿
い
もい
【

こi
、
い
や
•
V

9̂

9

月

さ

1-
'
マ
9
と
＂つ
な

g
ぃ．
9
9
r
i
a

だ,
'
9
94、
C
L

ミ`
9

,
｀
ミ
S,

5
4,
』.
".

3
.
Ỳ
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事 業 予 算 391,885 円

事業執行額 I 391,885

この事業の 主な財源
…―“ 回答 百｀

円

回 地 区補助金 □ グローパル補助 金 匡］ クラブ資金 ［コ クラブ以外か らの寄付 ［コ その他
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2025-26年度 京都八幡 ロータリークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 社会奉仕委員長

： 奥村照夫

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕

L
実施 日

実施場所

＝参加人数

野鳥を通 じた 自 然環境保全 と 推進

一年を通 じて 関連事業 を実施 上↑ 継続事業の場合

石清水八幡宮 山 上 、 三河合流背割堤一体、 京都府立八幡支援学校他

年

日 本野鳥の会京都支部 、

会員 14 名 →→ 会員参加率 95 %

市民 65 名

その他 50名

1事業分野 1 lコ1人間 尊重 □2地域発展 回3環境保全 ！コ4共 同 奉仕 □5その他

事業 目 的及び事業内容

石清水八幡宮 を 中心に野鳥の会の協力 を得て 、 年内 を通 して事業を展開 した。 環境保全のPRに

努めた。

①京都府立八幡支援学校 と の探鳥会

②小学生親子 を招いて巣箱作 り
③三河合 ・ 背割堤一体にて 、 市民を招いてバー ド ウ ォ ッ チ ン グ

④八幡宮山上の野鳥看板にQRコ ー ド設置

事業結果

①八幡市支援学校 と は継続事業 と する 、 京都府か ら 愛鳥指定校の認定を得る

②巣箱は各人が設置 して観察中であ り ま す

③市民参加でバー ド ウ ォ ッ チ ングを して 、 自 然 と 親 しみ、 野鳥の会 よ り 説明 を受 け る

④QR コ ー ド設置 と 野鳥週間が重な り 、 報道関係が取 り 上げた。 八幡市観光協会 に多数の問い合

わせがあ っ た。NHKテ レ ビ放送 も さ れた。

新聞 、TV等での報道

①～④各行事、 京都新聞が掲載 し た。 特に④において は、NHKでTV放送 さ れた。

事業予算 380,000

1事業執行額 I 380,000
源

円

円

匡］ 地区補助金 □ グローパル補助金 匡］ クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他
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2025-26年度 舞鶴 ロータリークラブ

報告者 役 職 ： 奉仕プ ロ ジ ェ ク ト 委員長

氏 名 ： 柿野剛清

担 当 委 員 会 名 ： 奉仕プ ロ ジ ェ ク ト 委員会

事業名 第40回 五老 ヶ 岳 ロ ー タ リ ーの道登 ろ う 会

実施 日 2026年5月17 日 ↑ 継続事業の場合 41 年

実施場所 五老 ヶ 岳 ロ ー タ リ ーの道お よ び五老 ヶ 岳公園 こ ど も広場

協力 団体 後援 ： 舞鶴市 協力 ： 吹奏楽団ブルー マ リ ンズ、 FM舞鶴

参加人数 会員

市民

その他

20

200

名

名

→→ 会 員参加率 76 ％

吹奏楽団25名

事業分野 □1人間 尊重 □2地域発展 回3環境保全 □4共 同 奉仕 己5その他

事業 目 的及び事業内容

舞鶴 ロ ー タ リ ー ク ラ ブのメ イ ン事業です。 舞鶴市のほぼ中心に位置する 五老ヶ 岳に登 る 登 山道

を市長 を含め 、 多 く の市民 と と も に登 り 、 健康増進 と 環境保全の大切 さ を実感 しま す。 山頂で

は登 り 切っ た達成感を味わ う と と も に景色を眺め なが ら 、2 日 前 よ り 会員が準備を した豚汁

(250食） を振 る 舞い 、 食後 は吹奏楽団ブルーマ リ ンズに よ る演奏を楽 しみ親睦を深め ま す。
多 く の市民に舞鶴の良 さ の再発見 と 舞鶴 ロ ー タ リ ー ク ラ ブの活動 を知 っ て も ら え る機会 と な り

ま す。

事業結果

天候に も 恵ま れ全てのプ ロ グラ ム が実施でき ま した。 い ろ い ろ な世代の方々 が約200名 参加

して く れま した。41 回 目 の開催ですが毎年楽 しみに参加 さ れる方や初 めての方も 山頂で充実 し

た笑顔を見せてお られま した。 ま た今回 、 舞鶴市の後援を得た こ と に よ り 広報ま いづる や舞鶴

メ ールでのPRが出来た こ と で事業の認知度が高 ま り ま した。

． ， ． ，

i

風■F□ ,..l̀ ，． め 、0 し

じ注―9ふ＇..,c,必9.,9i9.電翻■鷺百――… -新聞、TV等での報道

京都新聞 に掲載。

事業予算 350,000 円

甘g ．．

il i 9 1
Iよ 巧 3， 灼聾 しヽ 品 ，
犠 困a滋 悶 喫 ’

1 世り”}i,

,t”’ 口9,

事業執行額 I 240,000
この事業の主な財源

， ＿ ＿‘ 同答 丁 ｀

円

□ 地 区補助金 口 グローパル補助 金 匡］ クラブ資金 ［コ クラブ以外か らの寄付 ［コ その他

- 49 -



2025-26年度 舞鶴東 ロータ リ ークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 社会奉仕委員長

： 川 口 孝文

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

L
実 施 日

実 施場所

＝参加人数

ロ ー タ リ ー の桜保守 ・ 整備事業

2026年5月26 （火） 1」‘ 継続事業の 場合 ll 年

主要地方道小倉西舞鶴線 （28号） ： 通称 白 鳥街道 森 白 鳥跨線橋 付近

さ く ら プ ラ ザ グルー プ

会 員

市民

l 名 →→ 会員参加率

名

3 %

その他 協力 団体5名

1事業分野 1 lコ1人間 尊重 回2地域発展 回3環境保全 ！ 己4共 同 奉仕 □5その他

事業 目 的及び事業内容

事業 目 的 ： 白 鳥街道及 び市道法面 に 山桜等 を植樹 し桜並木 に育て る 。

事業 内容 ： 桜並木 の整備

事業結果

桜並木 の 下草刈 り 、 樹幹の蔦除去及 び ゴ ミ 回収並びに看板清掃 を 実施 し た が 、 協力 団体

の人員確保の都合 に よ り 作業 日 が 一 日 順延 と な り 、 ク ラ ブ会員 の参加者が 少 な く な っ た。

s 』tg 一
新聞 、TV等での報道

な し。

事業予算 50,000

事業執行額 I 50,847
この事業の主な財源

円

円

□ 地区補助金 □ グローパル補助金 匡］ クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他
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2025-26年度 舞鶴東 ロータ リ ークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 社会奉仕委員長

： 川 口 孝文

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

L
実施 日

実施場所

＝参加人数

舞鶴 ト レイ ル倶楽部等 の活動支援

2025年7月 か ら2026年6 月

舞鶴 ト レイ ル コ ー ス 等

↑ 継続事業の 場合 8 年

舞鶴 ト レイ ル倶楽部 、 舞鶴道遊 （ ま いづ る ど う ゆ う ） く ら ぶ

会 員 延 べ20 名 →→ 会員参加率 62 %

市民

そ の他

1事業分野 1~lコl ． 人間尊重 回2地域発展 回3環境保全 ！ 己4共同奉仕 □5その他

事業 目 的及び事業内容

名

事業 目 的 ： 舞鶴 ト レイ ル倶楽部等 の活動 （①古道 ・ 旧 道 の調査 ・ 整備 ②整備 し た ト レ

イ ル コ ー ス の MAP作成 ③ コ ー ス を利用 し た イ ベ ン ト 等 の企画 ・ 実施 等 ） を 支援

す る と と も に 、 ロ ー タ リ ー活動 の一環 と し て 協働す る 。

事業 内容 ： 舞鶴 ト レイ ル倶楽部 の活動 の支援及びイ ベ ン ト の共催

事業結果

• 実施期 間 中 、 舞鶴地域の ト レイ ル コ ー ス やハ イ キ ン グ コ ー ス 、 古道等 の調査 ・ 整備 を協

働 し た 。

・2025年11月30 日 （ 日 ） 舞鶴市 と 綾部市 に ま た が る 弥仙 山 フ ァ ミ リ ーハイ ク の共催 を予定

し て い た が 、 「 ク マ 目 撃情報」 が全国的 に広が っ て お り 、 舞鶴市で も 同様の状況で あ る こ

と に鑑み 、 共催 を 取 り やめ た 。 な お 、 事業 自 体 は40数人 が参加 し予定通 り 開催 さ れ、 事故

な く 終 了 し て い る 。

。 今年度 に入 り 舞鶴市及 び近隣市町 にお い て は 、 自 治体が後援す る 「 青葉 山 ト レイ ルマ ラ

ソ ン大会 」 や 「 あやべ水源の里 ト レイ ル ラ ン」 が 開催 さ れて お り 、 ク マ 対応 も 含 め危険要

素 を精査 し 、 安全な イ ベ ン ト 開催の共催 を 実施 し た い と 考 え て い る 。

新聞 、TV等での報道

な し。

事業予算 50,000

1事欝霊：の1主;~o
（複数回答 可）

円

円

□ 地区補助金 □ グローパル補助金 匡］ クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他
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2025-26年度 舞鶴東 ロータ リ ークラブ

報告者 役 職 ： 社会奉仕委員長

氏 名 ： 川 口 孝文

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

事業名 ロ ー タ リ ー の桜保守 ・ 整備事業

実 施 日 2026年3月18 日 （水 ） ↑ 継続事業の場合 年

実 施場所 主要地方道小倉 西舞鶴線 （28号） ： 通称 白 鳥街道 森 白 鳥跨線橋 付 近

協 力 団体

参 加 人数 会員

市 民

その他

名

名

→→ 会員参加率 3 ％

会員は設置作業等の立会 ・ 確認

事業分野 □1人 間 尊 重 □2地域 発展 回3環境保全 □4共同奉仕 己5その 他

事業 目 的及び事業内容

事業 目 的 ： 市道法面の ロ ー タ リ ーの桜並木に看板を設置す る 。

事業内容 ： 「 ロ ー タ リ ー の桜」 看板の設置

古 く か ら桜が植樹 さ れて いた府道側 には 「 ロ ー タ リ ー の桜」 を明示する 看板が設置 さ れ

て いた。 府道に接続す る 市道が整備 さ れ、 そ のの り 面に 山桜等 を 当 ク ラ ブが植樹 し た。 こ

の新た に植樹 した桜 も成長 した こ と か ら 、 「 ロ ー タ リ ーの桜」 を明示する た め に看板2 基

を設置す る も の。

事業結果

業者に よ り 看板 を作成 、 設置 し た。 当 ク ラ ブの活動 を広 く 市民等 に ア ピールす る こ と が

でき た も の と 思料す る 。

くつ

u
新聞 、TV等での報道

な し。

舞
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事業予算 100,000 円

1事：洲霞の1主~00
円

□ 地区補助金 □ グローパル補助金 □ クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付 ［コ その他
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2025-26年度 園部 ロ ータ リ ークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 社会奉仕委員長

： 國府 喜 久 夫

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

L
実施 日

実施場所

＝参 加 人数

園 部駅西 口 花壇 の 花植替 え

2025.7.9 （水）12. 16 （火 ）

JR園 部駅西 口

京都府 立農芸 高等学校 、 京都 聖 カ タ リ ナ 高 等 学校

↑ 継続事業 の 場合 年

会 員

市 民

18 名 →→ 会 員参加率

名

％

事 業分野

そ の他 生徒7名

□1 ． 人間尊重 □2地域発展 国3環境保全 E]4．共同奉仕 □5その他

事業 目 的 及び事業内 容

駅 の 利用 者 に気持 ち よ く 利 用 し て い た だ け る よ う に 、 年2回 花植 え を し て い ま す。 京都府

立農芸 高 等 学校 の 生徒 さ ん た ち が 育 て ら れ た花苗 を 、 京都聖 カ タ リ ナ 高 等 学校IACの 皆 さ

ん と 一緒 に植 え ま し た 。 ま た 配色バ ラ ン ス や植 え方 な ど は 、 京都府 率農 芸 高校 の 生徒様 に

教わ り な が ら 植 え ま し た 。
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事 業 予 算 50,000

事業執行額 I 42,750

この事業の 主な財源
…―“ 回答 百｀

円

円

□ 地区補助金 □ グローパル補助金 匡］ クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他
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2025-26年度 園部 ロータリークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 社会奉仕委員長

： 國府 喜 久夫

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

L
実施 日

実施場所

＝参加人数

献血活動

2025.10.30 （木） 、2026.2.16 （ 月 ）

京都建 築大学校 京 丹波 町役場

南丹市

↑ 継続事業の場合 42 年

会員 19 名 →→ 会員参加率 86 %

市 民

その他

1事業分野 1~lコl ． 人間尊重 □2地域発展 □3環境保全 ！ 己4共同奉仕 □5その他

事業 目 的及び事業内容

名

今年度2回の献血活動を行いま した。 健康に感謝 し 、 簡単に でき る 奉仕活動であ る 、

「献血活動」 を住民に皆様に周知 し 、 献血数を確保す る 事を 目 的 と して開催。

事業結果

事前に会員事業所や家族に も声かけ を し 、 何 と か採血数を確保出来ま した。 今後の課題そ し

て は開催場所、 開催時間等 、 人が集ま る 時間、 場所で実施検討 して い く のが今後の課題。

躙石

I~
新聞 、TV等での報道

地元のケーブルテ レ ビで献血実施 日 の案内 を し 、 対象の方地域に新聞折込み広告を しま した。

事業予算 100,000

1事菫：事業の1主な財源

（複数 回 答 可 ）

円

円

□ 地区補助金 □ グローパル補助金 匡］ クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他
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2025-26年 度 宇治 ロ ータ リ ークラブ

報告者 役 職

氏 名

： 社会奉仕委員

： 岩井正和

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

事業名 ク リ ー ン宇治運動

実施 日 2026. 3. 1 、(2025. 1 1. 9、2026.6.7→雨天 中 止） 年

実施場所 宇治川右岸堤防 （宇治橋以南～蒐道丸 山 地先）

協 力 団体 宇治青年会議所、 宇治商工会議所

参加人数 会 員 10 名 →→ 会員参加率 33 ％

市民 名

そ の他

1事業分野 1~lコl ． 人間尊重 □2地域発展 回3環境保全 □4共同奉仕 □5その他

事業 目 的及び事業内容

社会奉仕活動 の一 環 と し て 、 宇治市 の代表的 景観で あ る 宇治川 周 辺 を 清掃 し 、 市民 は も と

よ り 観光 客への環境改善 を 目 的 と す る

事業結果

3 回 開 催 し ま した が2 回 雨天 の為 、 実施で き ま せんで し た。

安全 に配慮 し な が ら 無事 に清掃活動 が で き ま し た。

ク ラ ブ 内 で の参加 人数減少 が 目 下 の悩みです。

血

新聞 、TV等での 報道
L----•■119■19991.9·I■119 l"i--

ク リ ー ン宇治運動 は地元紙 「洛 タ イ 新報」 に掲載

事業予算 10,000

事業執行額 I 10,000
この事業の 主な財源

円

円

□ 地区補助金 □ グローパル補助金 匡］ クラブ資金 □ クラブ以外からの寄付□ その他
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2025-26年度 宇治鳳凰

報告者 役 職

氏 名

： 会長

： 安井 克典

ロータリークラブ

担 当 委 員 会 名 ： 社会奉仕委員会

事業名 年末餅つき 大会

実施 日 2025年12月20 日 I ↑ 継続事業の場合 年

実施場所 社会福祉法人宇治東福祉会 ワ ー ク セ ン タ ー宇治作業所

協 力 団体 ワ ー ク セ ンタ ー宇治作業所父母の会

参加人数 会員 8 名 →→ 会員参加率 24 ％

市 民 200 名

その他

事業分野 □1人 間 尊 重 回2地域 発展 □3環境保全 □4共同奉仕 □5その他

事業目 的及び事業内容 I
障害者支援施設社会福祉法人宇治東福祉法人 に て 、 毎年恒例の年末の福利厚生を兼ねた事

業 と し て 、 餅つ き 大会 と 豚汁の炊き 出 し を 開催 して来たが、 コ ロ ナ禍で、 中止が続き 、 こ

の度入所者を 中心に再開 を切望 さ れる 中 、 以前の よ う なボラ ンテ ィ ア の支援が な く 、 当 ク

ラ ブが協力支援する こ と で再開実現の ため 、 事業を計画致 し ま した。

I
事業結果 I

当 日 は、 雨の予報で したが 、 晴天 と な り 施設で生活 ・ 通所する 生徒や利用者が、 自 ら餅を

つ く り 、 でき たての餅を食べる こ と で幸福感や皆で協力 し て餅つき が でき た と い う 達成感

を感 じ て も ら う こ と ができ 、 今後 の生き て い く 上での糧に して も ら え、 ま た 、 その御家族、

職員の労をねぎ ら い、 そのお互いの 関係づ く り に も 貢献する こ と が でき ま した。

新聞、TV等での報道 I
京都府南部の地方紙 「 ラ ク タ イ 新報」 次の 日 に掲載 していただき ま した。

事業予算 334,792 円

事業執行額 334,792 円

この事業の主な財源I 図 地区補助金 ［コ グローパル補助金 ［コ クラブ資金 ［コ クラブ以外からの寄付 ［コ その他
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国際 ロ ー タ リ ー第2650 地 区

2025 ー26 年度 ネ：l ： 会奉ll： 委員会

諮 問 委 員 ・ パ ス ト ガバ ナ ー 佐竹 ノJ 糸息 （京都RC)
委 員 長 宮倉 靖幸 （五條RC)
副委員長 桐木 孝：和 （京都洛西RC)
副 委員長 小牧 靖彦 （京丹後RC)

員 藤井 弘実 （ 近江八幡RC)
員 市原 洋晴 （字治RC)
員 木村 元 （ 長浜東RC)

委 員 松村 美貴 （ 福井フ ェ ニ ッ ク スRC)
委 員 大 島 國裕 （奈良RC)

員 寺本 光宏 （幅井RC)
員 八木 悠祐 （京都北RC)

委 員 fl」 崎 功 詔 （京都西RC)
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